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主な内容

　４月29日㈷、浜っ子春まつりが開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、まつりの見所である大名行
列を一目見ようと、沿道は多くの人でにぎわいました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１２

なつかしの国 石見

２０１２

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら

１
年
が
過
ぎ
、
被
災
地
の
皆

さ
ん
は
生
活
再
建
と
復
興
へ

向
け
、
力
を
合
わ
せ
進
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
引
き
続
き
、
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
の
大
震
災
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
地
域
の
防
災

に
生
か
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

浜
田
市
に
お
い
て
も
、
過

去
に
大
規
模
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

幸
い
に
し
て
こ
の
よ
う
な
災
害
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
出
水
期
（
梅
雨
期
な

ど
の
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
川

が
増
水
し
や
す
い
時
期
）
を
向
か

え
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発
生
の

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
皆
さ
ん
で
「
防
災
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
の
自
主
防
災
組
織

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
新
た
に

８
団
体
が
組
織
を
結
成
し
、
現
在

26
団
体
の
自
主
防
災
組
織
が
地
域

の
安
全
・
安
心
を
考
え
、
避
難
訓

練
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

自
治
会
・
町
内
会
や
自
主
防
災
組

織
で
訓
練
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
訓
練
の
企
画

な
ど
で
悩
ま
れ
た
と
き
は
、
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
た
団
体
に
対
し
て
、
活
動
を
行

う
上
で
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
担

架
な
ど
の
防
災
資
機
材
整
備
に
係

る
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
補
助

金
に
関
す
る
こ
と
は
、
本
庁
安
全

安
心
推
進
課
又
は
各
支
所
自
治
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

浜
田
市
防
災
出
前
講
座

　

市
の
防
災
行
政
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
に

「
防
災
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
な
ど
の
団
体
が
主
催
す
る

集
会
な
ど
に
、
市
職
員
な
ど
を
派

遣
し
、
防
災
に
関
す
る
事
項
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

内
容

・
浜
田
市
の
防
災
全
般

・
自
主
防
災
組
織
の
結
成
支
援

・
地
域
で
の
防
災
訓
練
支
援

・
そ
の
ほ
か
（
申
込
者
の
希
望
）

対
象

・
市
内
に
在
住
又
は
在
職
・
在
勤

す
る
お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構

成
す
る
団
体

実
施
日
時

・
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
で
90
分
以
内
と
し
、平
日
・

土
・
日
・
祝
日
を
問
い
ま
せ
ん
。

会
場

・
開
催
場
所
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
向
上
や
災
害
時
の

備
え
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
本
庁
安
全
安
心
推

進
課
又
は
各
支
所
自
治
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
の
収
集
は
重
要
で
す

　

災
害
な
ど
が
起
き
た
際
は
、
正

確
な
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ

と
が
自
分
の
命
を
守
り
、
被
害
を

抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
浜
田
市
防
災
防

犯
メ
ー
ル
」へ
の
登
録
方
法
や「
浜

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
の
各

種
防
災
情
報
の
収
集
方
法
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

気象情報
防災危機情報
防犯交通情報

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
私

た
ち
の
住
む
地
域
は
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
？

　

建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
・
道
路
の
損
壊

や
、
多
数
の
負
傷
者
な
ど
に
よ
り

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
が
す
ぐ
に

駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
際
に
、
地
域
で
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
の
が
自
主
防

災
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
住
民
が
自

発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
地
域
ぐ

る
み
の
団
体
で
、
特
に
初
動
時
の

救
助
・
救
出
や
避
難
所
の
運
営
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
を
作
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ふ
だ
ん
か

ら
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
、

様
々
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。

ひろげよう！浜田市地域防災力！

浜
田
市
自
主
防
災
組
織

育
成
事
業
補
助
金

自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
ま
し
ょ
う
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市
で
は
、市
内
で
災
害
や
事
件
・

事
故
が
起
き
た
際
に
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル
機
能

を
活
用
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
災
・
防
犯
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
「
浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」

の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

配
信
す
る
情
報

気
象
情
報

・
気
象
警
報
情
報

・
地
震
津
波
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報　

な
ど

防
災
危
機
情
報

・
避
難
情
報

・
避
難
所
開
所
情
報

・
防
災
危
機
啓
発
情
報　

な
ど

防
犯
交
通
情
報

・
生
活
安
全
情
報
（
市
内
で
の
子

ど
も
の
連
れ
去
り
や
声
掛
け
又

は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
）

平成23年度の配信実績
分    　類 件数

気 象 情 報 64

防 災 情 報 19

危 機 管 理 情 報 0

防犯・交通情報 48

そのほかの情報 46

合　　　計 177

①次の登録用アドレスに、件名・本文を入力せずにメー
ルを送信します。　hamada@xpressmail.jp

※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、
左図からアドレスを読み取ることができます。

②返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）へイン
ターネット接続します。接続後、必要な情報を選択
して「確認」ボタンを選択します。

③登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　携帯アドレスを変更したら再登録をお願いします。

津
波
注
意
報
・
警
報
情
報
の
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
に
い
る
と
き
や
夜
中
な

ど
、
情
報
取
得
が
困
難
な
場
合

で
も
、
電
波
状
態
が
良
け
れ
ば

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
迅
速
な
避
難
行
動
が
と

れ
る
よ
う
浜
田
市
防
災
防
犯

メ
ー
ル
の
登
録
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊

急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
と
ａ

ｕ
及
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
を
導
入
し
、
避
難
勧
告

な
ど
の
緊
急
の
防
災
情
報
を
市
内

に
滞
在
す
る
受
信
機
能
を
持
つ
携

帯
電
話
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

事
前
の
登
録
は
不
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
気
象
庁
よ
り
次
の

情
報
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報

緊
急
地
震
速
報

※　

震
度
４
以
上
の
強
い
揺
れ
が

推
定
さ
れ
る
地
域
に
配
信
さ
れ

ま
す
。

津
波
警
報

※　

津
波
警
報
及
び
大
津
波
警
報

が
、
対
象
と
な
る
沿
岸
の
市
町

村
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

市がお知らせする防災情報
種別 内容 発令時期 行動の例

自主避難
（避難準備情報を含む。）

防災や避難の準備に関して
市が提供する情報

災害発生が夜間に及ぶと予
測される場合に、夕食時な
どの早めの段階で提供しま
す。

・非常持ち出し品などを準
備するとともに、避難所
及び避難経路を確認して
ください。

・防災情報や気象情報の収
集に努めてください。

避難勧告
当該地域に災害が発生する
おそれがある場合に市が行
う勧告

【土砂災害】
①前兆現象
②土砂災害の危険度
③気象状況や予測
【水害】
①河川の水位
②地域の気象状況や予測
③近隣の浸水情報
【津波】
①予想される津波の高さ
⇒上記などを総合的に判断

し、早めの時期に発令し
ます。

・市が開設している避難所
に避難してください。

・周囲の状況から避難所ま
で行くことが危険な場合
は、町内の一時避難所や
自宅の安全な場所に避難
してください。

避難命令
（指示）

状況が更に悪化し、避難す
べき時期が切迫した場合又
は既に災害が発生した後、
現場残留者がある場合に市
が行う指示
★勧告より緊急度が高い

防災情報は、①自主避難（避難準備情報）、②避難勧告、③避難命令（指示）の３段階でお知らせします。これ
らの違いをあらかじめ理解し、自らの判断で、早めに対応することが「自分の身を守る」ことにつながります。

※　ＱＲコードは㈱
デンソーウェーブ
の登録商標です。

登録の方法

高

低

浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル

の
登
録

緊
急
の
防
災
情
報
を
携
帯

電
話
で
受
信
で
き
ま
す
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トップページ＞火災・救急・防災＞安全安心＞【防災】【防犯】【交通】【国民保護】【危機】【暮らし】
http://www.city.hamada.shimane.jp/

― 掲載項目 ―

【防災】
◎防災・危機管理情報リンク集
◎浜田市防災ハザードマップ
◎浜田市避難所一覧表
【防犯】
◎「浜田市いのちと安全安心の日」の制定
について

【交通】
◎放置自転車の対策について
【国民保護】
◎関係機関リンク集
【危機】
◎鳥インフルエンザ対策
【暮らし】
◎浜田市の航空機騒音について　　　など

緊急にお知らせする必要のある事案が発生した場合
には、浜田市ホームページのトップページ内にある
緊急情報欄に掲載します。

土
砂
災
害
に
注
意

　

出
水
期
を
迎
え
、
大
雨
・
洪
水

や
土
砂
災
害
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避

難
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
就
寝
は
家
屋
の
中
で
も

山
側
か
ら
離
れ
た
部
屋
（
２
階
）

な
ど
に
す
る
こ
と
も
身
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
注
意
す
べ
き
点

す
ぐ
に
避
難
で
き
ま
す
か

　

避
難
用
具
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ど
こ
へ
避
難
し
ま
す
か

　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
避
難
し
ま
す
か

　

防
災
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

誰
と
避
難
し
ま
す
か

　

声
を
掛
け
合
っ
て
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

避
難
所

　

地
震
・
風
水
害
・
大
火
災
な
ど

大
き
な
災
害
が
起
き
た
場
合
の
避

難
所
と
し
て
公
共
施
設
な
ど
を
指

定
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
家
族

み
ん
な
で
避
難
場
所
や
避
難
順
路

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
災
害
の
種
類
と
状
況
に

よ
っ
て
は
、
開
設
し
な
い
避
難
所

が
あ
り
ま
す
。
市
が
発
令
す
る
避

難
に
関
す
る
情
報
に
注
意
し
て
、

適
切
な
避
難
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
町
内
や
集

落
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
適
切
な
避
難

場
所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

初
動
開
所
避
難
所

　

市
が
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し

た
場
合
に
、
そ
の
災
害
の
種
類
・

状
況
に
応
じ
て
早
い
段
階
で
開
所

す
る
避
難
所

一
時
（
緊
急
）
避
難
所

　

災
害
時
に
短
期
的
ま
た
一
時
的

に
避
難
す
る
避
難
所

収
容
避
難
所

　

被
害
が
大
き
く
、
宿
泊
を
前
提

と
す
る
避
難
所

浜田市ホームページから各種防災情報を収集する方法

まずはクリック！
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福
祉
避
難
所

　

福
祉
避
難
所
は
、
一
般
の
避
難

所
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
・
妊
産
婦
・
乳
幼
児
・

病
人
な
ど
の
う
ち
、
何
ら
か
の
特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
（
要

援
護
者
）
が
、
安
心
し
て
避
難
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
般
の
避

難
所
と
は
別
に
開
設
さ
れ
る
避
難

所
で
、施
設
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
多

目
的
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
）
に
対

応
し
、
要
援
護
者
の
利
用
に
適
し

て
い
る
避
難
所
で
す
。

※　

原
則
と
し
て
、
健
常
者
は
避

難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

要
援
護
者
の
介
助
者
（
原
則

１
人
）
に
つ
い
て
は
、
福
祉
避

難
所
へ
の
避
難
は
可
能
で
す
。

福
祉
避
難
所
に
お
け
る
要
援
護
者

の
支
援

・
要
援
護
者
の
健
康
状
態
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
な
ど
を
把

握
し
ま
す
。

・
福
祉
避
難
所
に
お
い
て
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
要
援
護
者

が
生
活
す
る
上
で
の
障
が
い
を

で
き
る
限
り
取
り
除
き
、
避
難

所
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

・
福
祉
避
難
所
で
は
、
要
援
護
者

そ
れ
ぞ
れ
の
配
慮
事
項
に
応
じ

た
対
応
を
図
り
ま
す
。

福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
の
流
れ

　

避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
身
の
安

全
の
確
保
を
最
優
先
と
し
、
ま
ず

市
が
開
設
す
る
指
定
避
難
所
に
避

難
し
ま
す
。

　

指
定
避
難
所
に
お
い
て
、
保
健

師
な
ど
が
避
難
者
の
身
体
状
態
、

介
護
者
の
有
無
や
障
が
い
の
種

類
・
程
度
に
応
じ
て
優
先
順
位
を

つ
け
、
福
祉
避
難
所
へ
の
受
入
れ

対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

避
難
所
一
覧
に
関
す
る
凡
例

施
設
名

◎　

収
容
避
難
所

※　

色
ぬ
り
し
て
あ
る
避
難
所
は
、

初
動
開
所
避
難
所
で
す
。
そ
の

ほ
か
は
、
一
時
（
緊
急
）
避
難

所
で
す
。

海
抜

単
位　
メ
ー
ト
ル

※　

海
岸
沿
い
の
避
難
所
に
、
海

抜
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※　

避
難
所
周
辺
の
海
抜
の
数
値

を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
あ
く

ま
で
目
安
で
す
が
、
避
難
時
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

┃
（
ハ
イ
フ
ン
）　
省
略

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

避　難　所　一　覧　表
＜ 福 祉 避 難 所 ＞

浜田市　５か所 所在地 施設名 海抜 所在地 施設名 海抜
自治区名 施設名 大辻町 　あおい保育園 4.8 黒川町 　島根県立石見武道館 -

浜　田 西部総合福祉センター
（いわみーる）

瀬戸ケ島町

◎浜田水産高等学校 31.2

相生町

　社家地神社 -
　瀬戸ケ島公民館 1.1 　三宮神社 -

金　城 金城総合体育館
（ふれあいジム・かなぎ）

　厳島神社 1.1 　善福寺（公民館） -
　おばせの浜会館 5.0 ◎みのり保育園 -

旭 旭保健センター 元浜町 　極楽寺 2.2
竹迫町

　竹迫４町内集会場 -
弥　栄 弥栄会館 　JFしまね浜田支所３号市場 2.0 　竹迫５町内集会場 -
三　隅 アクアみすみ 原　町 　ひかり保育所 4.8 ◎三階小学校 -

＜ 浜　　　　田 ＞
清水町 　真光寺 5.3 杉戸町 　杉戸公民館 -
瀬戸見町 　専称寺 7.9 高佐町 　高佐公民館（大元神社） -

浜田地区　30か所 石見地区　71か所 河内町 　自動車会館（浜田自動車学校） -
所在地 施設名 海抜

生湯町

　生湯神社 20.0 　河内町集会所 -
外ノ浦町 　金刀比羅神社 1.7 　生湯３町内公民館 20.0 野原町 　島根県立大学体育館 -
松原町 ◎健康増進センタ－ 1.1 　生湯４町内集会所 37.1 　野原二公民館 -

殿　町

◎子育て支援センター 1.9 　多陀寺 65.4

原井町

◎第二中学校 -
　ちどり保育所 2.1

長沢町

◎浜田教育センター - ◎雲雀丘小学校 -
　厳島神社 2.9 　長沢神社 - 　原井町公民館 -
　心覚院 3.3 　二反田集会所 - 　原井１町内公民館 -
　勤労青少年ホーム 34.1 　長沢保育園 - 　道の駅ゆうひパーク浜田 -
　浜田商工会議所 5.1 　長沢４－２町内児童館 - 笠柄町 　笠柄町集会所 -
　夕日ケ丘幼稚園 1.4 　長沢２町内児童会館 -

三階町

◎石見公民館細谷分館 -
　ＮＴＴ浜田ビル 3.6

浅井町

◎松原小学校 - 　三階１町内公民館 -
　浜田護国神社（社務所）34.1 　聖バルナバ保育園 - 　三階２町内集会所 -
◎浜田公民館 2.0 　緑ケ丘集会所 - 　三階３町内公民館 -

田　町 　龍泉寺 - 　浅井公民館 - 　三階４町内（西岡）集会場 -
琵琶町 　琵琶町児童館集会所 - 　浅井神社 - 　三階５町内集会所（平床集会所） -
朝日町 　朝日町研修センター -

黒川町

◎浜田高等学校 - 　三階６町内公民館 -
紺屋町 　紺屋町会館 - ◎第一中学校 - 　三階７町内集会場（東岡公民館） -

真光町 　宝珠院 4.1 ◎石見小学校 -

長見町

◎石見公民館長見分館 -
　観音寺 4.1 ◎天理教浜田分教会 - 　長見１町内公民館 -

港　町 ◎原井小学校 5.5 ◎石見公民館 - 　長見町２町内公民館 -
高田町 ◎原井幼稚園 1.1 　島根県立体育館 - 　長見町３町内集会所 -
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＜ 浜　　　　田 ＞
石見地区つづき 所在地 施設名 海抜 所在地 施設名 海抜

所在地 施設名 海抜

西村町

　西村２町内集会場 -
宇野町

東町内公民館（宇野東生活改
善センター・宇野東児童館） -

長見町 　大歳神社 - 　大谷下児童館 -
　善福寺 - 　力石集会所 - 　宇野八幡宮 -

後野町

◎後野小学校 - 　大谷上公民館 -
下有福町

◎有福小学校 -
　後野１町内公民館 - 　八幡宮 24.0 ◎国府公民館有福分館 -
　後野２町内集会所 - ◎大麻公民館 3.8 　光現寺 -
　後野３町内児童館 - 折居町 　折居自治公民館 5.2 大金町 　大津公民館 -
　後野４町内児童館 - 　厳島神社 5.2 　姉金公民館 -
　後野６町内公民館 - 美川地区　21か所

＜ 金　　　　城 ＞

佐野町

◎佐野小学校 - 鍋石町 ◎美川公民館東分館 -
　つくし保育園 - 　鍋石公民館 - 今福地区　６か所
　神楽会館 - 櫟田原町 　櫟田原公民館 - 所在地 施設名 海抜
　町町内生活改善センター（児童館） - 　福王寺 - 久　佐 ◎久佐公民館（くざ会館） -
　下町内生活改善センター -

田橋町

　大元神社 - 　久佐八幡宮 -
　美田会館（児童館） - ◎美川公民館西分館 - 今　福 ◎今福小学校 -
　田原集会所 - 　田橋児童館 - ◎今福公民館（ふれあい会館） -
　上町内生活改善センター児童館 - 　田橋上町内集会所 - 追　原 ◎美又公民館（美又会館） -

宇津井町 ◎石見公民館宇津井分館 - 横山町 　大元神社 - 入　野 　入野集会所 -
　大歳神社 - 　老人肉用牛センター - 雲城地区　７か所

長浜地区　20か所

内村町

◎美川公民館 -

下来原

◎山村開発センター
　（みどりかいかん） -

熱田町

　福井地区集会所 20.3 　一の瀬公民館 -
◎長浜幼稚園 2.7 　長福寺 - ◎雲城小学校 -
◎浜田商業高等学校 36.7 　牛谷公民館 - ◎金城中学校 -
　福井公民館（大元神社）20.0 　十文字原集会場 - ◎地域材利用促進交流館

　（きんたの森交流館） -　石原団地集会場 34.5

内田町

◎第四中学校 -
　れんげ保育園 24.8 ◎美川小学校 -

七　条

◎金城総合体育館
　（ふれあいジム・かなぎ） -　創価学会浜田文化会館 23.9 ◎美川幼稚園 -

◎長浜公民館
　（マリン交流センター） 4.8 　中内田自治公民館 - ◎高齢者生活福祉センター

　（さんあいホーム） -　貴船集会所（中内田） -
　熱田７町内会集会所 7.2 井野町 　井野町集会所 - 上来原 ◎ふるさと生活創作館

（かたらいの家） -　新汐入公民館 31.9 国府地区　32か所
　熱田12町内集会所 41.8

上府町

◎上府小学校 - 波佐地区　８か所
社会福祉法人いわみ福祉会
ワークくわの木熱田事業所 38.2 　上府公民館 -

波　佐

◎若生まなびや館 -
　三宅集会所 - ◎波佐公民館（ときわ会館） -

長浜町

◎長浜小学校 2.0 　久畑生活改善センター - ◎波佐小学校 -
◎天神会館 5.0 　天神生活改善センター - 　波佐常磐山八幡宮 -
　ちどり第２保育所 17.0 　安國禅寺 - 長　田 ◎浄蓮寺 -
　長浜商港会館 1.8 　上府八幡宮 -

小　国
　柚根集会所 -

　明清寺 8.3 　上府町荒相地区緊急避難所 - ◎小国公民館 -
　禅床院 4.5 　サン・ビレッジ浜田 - ◎小国まめな館 -
　長浜９町内公民館 - 　府城センター -
　長浜10町内公民館 -

国分町

◎国府公民館 10.1
周布地区　22か所 ◎国府小学校 9.1

周布町
◎周布小学校 2.8 　唐鐘公民館 7.9
◎周布公民館 5.6 ◎浜田養護学校 26.2
　聖徳寺 6.4 ◎浜田ろう学校 26.2

日脚町

◎第三中学校 21.7

久代町

　島根県歯科医師会西部会館 3.7
◎認定こども園日脚保育園分園 4.5 ◎久代公民館 6.6
　認定こども園日脚保育園 4.1 　櫛色神社 20.0
　日脚児童館（日脚町公民館） 4.3 　大久保生活改善センタ－ 18.2
　日脚八幡宮 4.6 　浄土寺 7.7
　日脚和泉集会所 5.9

下府町
　下府公民館（伊甘神社） 5.7

治和町 ◎浜田浄苑　　 31.4 　下府集会所 7.2
　治和６町内児童館 4.4 ◎浜田東中学校 6.6

津摩町 　ＪＦしまね浜田支所津摩出張所 1.4 宇野町 ◎旧宇野小学校 -
◎津摩児童館 12.2 　宇野公民館 -

西村町 　西村１町内集会所 -
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＜ 　　　旭　　　 ＞
今市地区　12か所 所在地 施設名 海抜 所在地 施設名 海抜

所在地 施設名 海抜
木　田

　しろつの生活センター -
都　川

◎旧都川小学校（体育館） -
坂　本 ◎坂本構造改善センター - ◎木田小学校（体育館） - ◎都川高齢者活動促進センター -

今　市

　草ノ谷集会所 - ◎木田生活改善センター - ◎東都川集会所 -
◎旭山村開発センター（旭センター） - 山ノ内 ◎山ノ内生活改善センター - 坂　本 　村武正行宅 -
◎市民体育館 - 和田地区　７か所 市木地区　７か所
◎旭中学校（体育館） -

和田
◎和田生活改善センター - 来　尾 ◎来尾集会所 -

◎旭公園管理棟 - 　和田八幡宮 -

市　木

◎越木集会所 -
◎今市小学校（体育館） - ◎和田小学校（体育館） - ◎市木生活改善センター -
◎今市児童クラブ（旧今市保育所） - 重富 　重富八幡宮 - 　早水生活改善センター -

丸　原

◎浜田高校今市分校（体育館） -
本郷

◎本郷生活改善センター - ◎天狗石農村交流研修センター -
◎丸原センター - ◎戸川生活改善センター - 　中郡集会所 -
　丸原天満宮 - 　八戸川漁業センター - 　市木神社 -
　三ツ石館 - 都川地区　６か所

木田地区　５か所 都川 　谷神社 -
木田 ◎旭温泉あさひ荘 - ◎西都川集会所 -

＜ 弥　　　　栄 ＞
安城地区　16か所 所在地 施設名 海抜 所在地 施設名 海抜

所在地 施設名 海抜 門　田 ◎交流センター門田 -

木都賀

◎西の郷集会所 -

長安本郷 ◎弥栄会館 - ◎青尾集会所 - ◎塚の元集会所 -
◎弥栄小学校 - 小　坂 ◎畑集会所 - ◎熊の山集会所 -

三　里 ◎ふるさと体験村 - ◎小坂集会所 - ◎弥栄中学校 -

程　原 ◎程原上集会所 -
栃　木

◎栃木中央公民館 - ◎小熊集会所 -
◎程原下集会所 - ◎六歩谷集会所 - 野　坂 ◎野坂集会所 -

大　坪 ◎大坪集会所 - ◎山賀集会所 - 田野原 ◎上田野原集会所 -
稲　代 ◎稲代集会所 - 杵束地区　９か所

高　内 ◎日高集会所 - 木都賀 ◎弥栄老人憩の家・福祉センター -
◎西河内集会所 - ◎旧弥栄小学校 -

＜ 三　　　　隅 ＞
岡見地区　15か所 所在地 施設名 海抜 所在地 施設名 海抜

所在地 施設名 海抜
湊　浦

◎三保公民館 5.8 河　内 ◎河内集会所 -

岡　見

◎西の谷集会所 - 　極楽寺 5.9 　西方寺 -
◎宮ケ迫集会所 - ◎三保児童館 4.9 矢　原 ◎矢原集会所 -
◎床並集会所 -

西河内

◎Ｂ＆Ｇ海洋センター 4.1 ◎矢原自治会館 -
◎板ケ峠集会所 - ◎駅前集会所 - 黒沢地区　５か所
◎栃の木集会所 - ◎谷集会所 -

下古和

◎黒沢公民館 -
　尊光寺 13.0 ◎八曽集会所 - ◎下古和集会所 -
◎岡見漁業振興会館 1.2 ◎福浦集会所 5.6 ◎上古和集会所 -
◎須津集会所 9.6 ◎晴海台集会所 31.5 ◎井川集会所 -
◎岡見小学校 - 　福浦防災広場 - 黒　沢 ◎黒沢集会所 -
◎岡見郷集会所 - 　田の浦公園オートキャンプ場 14.9 井野地区　17か所
◎岡見公民館 - 白砂地区　５か所

井　野

◎周布地集会所 -
◎青浦集会所 41.8

折　居
◎今浦集会所 - ◎八幡センター -

◎松原集会所 4.5 ◎吉浦集会所 - ◎石浦集会所 -
◎岡見スポーツセンター - ◎白砂公民館 - ◎市場集会所 -
　須津防災広場 - 東平原 ◎東平原上集会所 - ◎井野小学校 -

三保地区　24か所 ◎東平原下集会所 - ◎小原集会所 -

古市場

　古市場漁村センター 0.8 三隅地区　16か所 ◎井野公民館 -
　礼光寺 6.8

三　隅

◎海石住宅集会所 - ◎みのり会館 -
◎下古市集会所 2.6 ◎岡崎コミュニティセンター - ◎上今明集会所 -
◎上古市集会所 - ◎小野集会所 -

室　谷

◎上室谷集会所 -
◎門殿集会所 - ◎森溝上ふれあい会館 - ◎室谷コミュニティセンター -
◎中組集会所 - ◎三隅自治会館 - ◎下室谷集会所 -
　明光寺 - 　三隅神社 - ◎諸谷集会所 -
◎三隅中央会館 46.3 ◎三隅支所 -

芦　谷

◎本谷集会所 -
◎アクアみすみ 44.3 向野田 ◎三隅老人福祉センターみすみ荘 - ◎芦谷集会所 -
◎三隅小学校 45.4 ◎三隅公民館 - ◎下芦谷集会所 -
◎三隅中学校 44.1

河　内
◎鹿子谷コミュニティセンター - ◎西中芦谷集会所 -

　三隅中央公園 45.5 ◎下河内集会所 -
湊　浦 ◎湊浦集会所 5.9 ◎用田橋集会所 -
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昨
年
11
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
浜
田
人
工
芝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
完
成
し
、
４
月
８
日

に
完
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
人
工
芝
広
場
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
及
び

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
、
約

１
億
５
千
万
円
を
か
け
て
整
備
。
こ
の
助
成
を
受
け
た

施
設
は
、島
根
県
内
で
は
松
江
市
に
次
い
で
２
か
所
目
、

全
国
で
は
37
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

人
工
芝
広
場
の
面
積
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
分
の
広

さ
で
約
８
、
９
６
０
㎡
。
今
後
、
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と

し
た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
活
用

に
よ
る
地
域
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
に
は
、人
工
芝
広
場
が
開
放
さ
れ
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
が
楽

し
め
る
キ
ッ
ズ
広
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
解
放
さ
れ
た
緑
鮮
や
か
な
人

工
芝
の
上
を
思
い
切
り
走
り
回
り
、
思
い
思
い
の
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
で
は
、
広
島
県
瀬
戸
内
高
等
学
校
と
浜
田
地
区
高
等

学
校
選
抜
が
対
戦
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
（
☎
�
９
７
２
１
）

関係者によるテープカット サッカーボールを使ったゲームを楽しむ子どもたち

サ
ン･

ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

人
工
芝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
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青少年サポートセンター概要

所在地　京町50番地（旧山陰合同銀行浜田西出張所
店舗）

電話番号　☎�０９８５・▢FAX�１０８０
相談専用フリーダイヤル

☎０１２０‐７８３‐４１９
駐車場　建物裏に専用駐車場があります。
業務内容
○養育・教育不安の相談
○ひきこもりやニートの居場所・自立支援事業
○学習支援事業
○青少年健全育成事業
○子ども会事務局・子どもニュースの発行

開所時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日・祝日・年末年始を除く。）

相談対象者
⑴　育児や教育などに不安のある保護者
⑵　学校生活などに不安のある児童・生徒
⑶　ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えている

人、又はその家族
※　相談や援助が必要な人の相談窓口として気軽に

利用してください。
※　相談は無料で、相談に関する秘密はかたく守り

ます。

　社会生活を円滑に送る上での困難を抱えたおおむね
40歳までの就業困難者を対象として、社会参加・自立
に向けた各種教室などを開催しています。

①青サポ教室

会場　青少年サポートセンター
講師　各教室に講師を招いて実施します。
時間　１回２時間
内容　焼き物（陶芸）・お菓子づくり・パソコン・

粘土細工などを行います。
※　各教室とも難易度など柔軟に対応しますので、

気軽に申し込んでください。

②青サポクラブ

　美術・写真・園芸など、大きなテーマは決まって
いますが、内容は参加者で何がしたいかなどの意見
を出し合って決めます。

①・②共通

対象者
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる人 
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたいと考

えている人 
・人に関わることなど、社会生活に不安のある人
定員　内容により変動します。
料金　無料（材料費などは実費）
申込方法　実施日の２日前までに、電話で申し込ん

でください。
※　青サポ教室・青サポクラブの内容や日程など、

詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問
い合わせください。

　次世代を担う子どもや若者の健全育成と、ひき
こもりやニート・不登校などの困難を抱える子ど
もや若者の自立支援を総合的に推進するため、平
成23年６月から「青少年サポートセンター」を開
設して業務を行っています。
　また、子どもや保護者などからの悩みや不安な
どの相談、おおむね40歳までのひきこもりなどの
相談を受けています。

申込み・問い合わせ先　青少年サポートセンター（☎�０９８５）

～ 青少年サポートセンターの紹介 ～

青サポ教室・青サポクラブを開催しています

子ども・若者の自立を支援します
気軽に相談してください
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説　明　図

（平面図） 公 道

蛇
口

建　物
メ
ー
タ
ー
器

（
市
貸
与
）

第
一
止
水
栓

給
水
官

（
皆
さ
ん
の
所
有
）

分
岐
点

配
水
管
（
市
所
有
）

メ
ー
タ
ー
器
（
市
貸
与
）

（
地
下
式
又
は
地
上
式
）

第
一
止
水
栓

（断面図）

建　物

公 道

皆さんの所有 市所有

蛇
口

分岐点
配水管

　

水
道
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
今

年
も
第
54
回
「
水
道
週
間
」
が
６

月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
そ
の
事
業
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
で
支
出
を

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
を
安
全
か
つ
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や
、

日
常
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
は
多
額
の
経
費
が
必

要
で
、
こ
の
経
費
は
税
金
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
水
道
料
金
と
長
期
の
借
入
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
借

入
金
の
返
済
は
、
水
道
料
金
の
中

か
ら
少
し
ず
つ
返
済
し
、
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
大
き
く
成

長
し
、
今
後
も
経
営
の
効
率
化
と

健
全
化
に
心
掛
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
水
道
で
あ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

検
針
へ
の
ご
協
力

　

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼

い
犬
は
、
出
入
口
や
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い

で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
で
漏
水
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

漏
水
し
た
水
の
料
金
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
か

月
に
２
～
３
回
は
調
べ
て
く
だ
さ

い
。
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
文
字
盤
に
つ
い
て
い
る

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少
し
で
も

回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。
併
せ
て
、
地
下
漏
水
な
ど

に
限
り
料
金
が
減
免
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
家
を
留
守
に

す
る
と
き
は

　

留
守
中
の
宅
内
漏
水
な
ど
に
よ

り
、
多
額
の
水
道
料
金
が
発
生
す

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
に

わ
た
っ
て
家
を
留
守
に
す
る
場
合

は
、
メ
ー
タ
ー
器
手
前
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
て
お
く
か
、
水
道
の
使
用

を
一
時
中
止
す
る
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理

　

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
貯
水

槽
水
道
の
設
置
者
は
、
清
掃
・
点

検
・
検
査
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
の

清
掃
な
ど
は
、
１
年
に
１
回
は

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
水
道
工
事
の
申
込
み

　

給
水
装
置
の
新
設
・
増
設
・
改

造
・
修
理
な
ど
は
、
市
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
次
ペ
ー
ジ

の
事
業
者
一
覧
表
を
参
照
）
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
水
道
工
事

に
必
要
な
手
続
を
代
行
し
て
も
ら

え
ま
す
。

※　

市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

引
込
み
さ
れ
て
い
る
給
水
管
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
（
市
が
管
理
）

を
除
い
て
皆
さ
ん
の
所
有
物
で

す
（
説
明
図
参
照
）。
修
理
・
維

持
管
理
は
有
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
責
任
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
第
一
止

水
栓
ま
で
の
漏
水
や
破
損
は
、

市
が
維
持
管
理
上
修
理
し
ま
す
。

住
居
の
移
転

　

住
居
を
移
転
す
る
と
き
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
に
伴
う
断
水

　

水
道
本
管
の
破
裂
な
ど
の
突
発

事
故
で
の
断
水
は
、
断
水
の
広
報

が
行
き
届
か
な
い
こ
と
や
、
濁
り

水
・
工
事
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

毎
年
有
効
期
限
（
８
年
）
が
満
了

に
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作
業

は
委
託
業
者
が
行
い
、
取
替
え
に

か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
取
替

委
託
業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）

が
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

６
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
下
府
町
・
元
浜
町
・

原
井
町
・
国
分
町
・
三
階
町
・

真
光
町
・
瀬
戸
見
町
・
浅
井
町
・

長
沢
町
・
長
浜
町
・
殿
町
・
熱

田
町
・
片
庭
町
・
金
城
町
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部

取
替
委
託
業
者

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

問
い
合
わ
せ
先

工
事
関
係

市
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
係

（
☎
�
９
９
１
０
）

６
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
は
、
水
道
週
間
で
す

さ
あ
今
日
も

　

水
と
元
気
が　

蛇
口
か
ら

皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を

行
い
ま
す
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料
金
関
係

市
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
平
日
の
み
）

※　

時
間
外
・
夜
間
及
び
土
・
日
・

祝
日
は
、
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

美
川
浄
水
場
で
は
、
個
人
又
は

グ
ル
ー
プ
で
の
見
学
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
場
内
の
庭
園
に
設
け

た
池
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
付
さ
れ
た
錦
鯉
が
泳
い
で
お
り
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

美
川
浄
水
場

（
☎
�
０
６
９
０
）

指定給水装置工事事業者一覧表
※　浜田自治区に居住している人は上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は簡水の欄に「○」のある
工事事業者に連絡してください。

業　者　名 住　所 電　　話 上水 簡水 業　　者　　名 住　所 電　　話 上水 簡水

浜　
　
　
　

田

㈲相生設備 長沢町 �２７４７ ○ ○

県　
　
　
　
　
　

内

㈲アイシーエス 益田市（0856） �１２８８ ○ ○
㈲安藤設備 高佐町 �６５８７ ○ ○ アクア設備 益田市（0856） �０９９２ ○
㈾石見水泉社 浅井町 �０７８３ ○ ○ 伊藤忠エネクスホームライフ

西日本㈱石見営業所 江津市（0855） �１０５０ ○ ○㈲オーテック・システム 三階町 �９１２４ ○
大原技研㈲ 下府町 �７７１０ ○ ○ イマックス㈱ 出雲市（0853） �０００９ ○
勝田土地開発㈲ 佐野町 �０３８９ ○ イマックス㈱大田営業所 大田市（0854） �７１６３ ○
㈲ガット 西村町 �０９９２ ○ 石見工業㈱ 邑南町（0855） �０２２０ ○ ○
さいとう設備 上府町 �００４３ ○ ○ イワミ水道㈲ 江津市（0855） �０７８８ ○ ○
坂本設備 国分町 �１２５１ ○ ○ ㈱植松 益田市（0856） �４９８１ ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町 �４１７０ ○ ○ ㈱内村電機工務店益田営業所 益田市（0856） �１６７７ ○ ○
山陰水道工業㈱浜田営業所 長沢町 �１２９９ ○ ○ ㈲大石水道工業所 益田市（0856） �３２５８ ○ ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 長沢町 �８５６６ ○ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町（0855） �１５０２ ○
㈱大広設備 長沢町 �１７０４ ○ ○ 大田設備 大田市（0854） �６０６３ ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町 �１１６９ ○ ㈲大畑管工 益田市（0856） �６９６１ ○
㈱中電工浜田支社 殿町 �２７４０ ○ ○ 角田工業㈱ 益田市（0856） �２７８０ ○ ○
㈱電設サービス 黒川町 �２９５４ ○ ○ ㈱技研設備 益田市（0856） �３１５８ ○
東洋設備㈲ 浅井町 �１６８５ ○ ○ 建興工業㈱ 益田市（0856） �４６００ ○
㈱中島水道 港町 �１３１５ ○ ○ 江津水道工事㈲ 江津市（0855） �２０１６ ○ ○
㈲能美建設 下府町 �１９３４ ○ 五大設備㈲ 江津市（0855） �２８９０ ○ ○
浜田ガス水道工事㈱ 港町 �０７３７ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備 益田市（0856） �１２３０ ○ ○
浜田マルヰ㈱ 熱田町 �１２５０ ○ ㈱斎藤電機 益田市（0856） �１８２２ ○
マルヰ設備㈱ 熱田町 �０４１６ ○ ○ ㈲佐々木工業 大田市（0855） �２４２４ ○ ○
㈱三浦工務店 天満町 �２１３５ ○ ㈲ささき設備 江津市（0855） �２０８０ ○ ○
宮田建設工業㈱ 朝日町 �３３８８ ○ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市（0856） �４６２５ ○
森橋設備工事 上府町 �０２３６ ○ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 益田市（0856） �６４８８ ○ ○
渡辺設備 高佐町 �００６４ ○ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市（0854） �３３１１ ○ ○

金
城

㈱グリーンガス 金城町七条 �１７７８ ○ ㈱島根水道センター 松江市（0852） �２７９７ ○
石州金城設備 金城町下来原 �１７５６ ○ ○ ㈲ジェイサービス 益田市（0856） �１７３８ ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 �２２４６ ○ 正栄工業㈱ 益田市（0856） �１１１５ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 �１２０３ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 益田市（0856） �２９０１ ○ ○
㈲日伸水道 金城町下来原 �１７５２ ○ ○ SHINSEI工業 益田市 050-3467-6466 ○ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 �００２２ ○ ○ ㈲水道くん 益田市（0856） �１６０７ ○
㈱岡貞組 旭町今市 �１１５５ ○ 石州水道工事㈱ 江津市（0855） �２１７６ ○ ○
㈱山本組 旭町市木 �０３１１ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市（0856） �１９３９ ○ ○
山本住設 旭町和田 �１０５６ ○ ㈲トモエ水道 江津市（0855） �０５５５ ○ ○

三　
　
　
　

隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 �０３３４ ○ 日新建設㈱ 益田市（0856） �３３７８ ○
ＭＫ水道 三隅町古市場 �１１７２ ○ ○ ㈲増野商会 益田市（0856） �２４２５ ○ ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 �０１５６ ○ 松井土建㈲ 川本町（0855） �２６８６ ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 �００２５ ○ マルヰ設備㈱江津支店 江津市（0855） �３３１９ ○
共栄建設㈲ 三隅町向野田 �２９５４ ○ 温泉津管工事 大田市（0855） �３９８５ ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093-618-3856 ○ ㈲横田水道 江津市（0855） �３２７６ ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 �１１２１ ○ ○

広
島
県

㈱アサ・テクノ 広島市（082） 229-5311 ○ ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 �０１２４ ○ ダン環境設備㈱ 広島市（082） 840-1311 ○ ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 �３２８７ ○ 中央機器設備㈱ 広島市（082） 284-4101 ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 �２３５４ ○ ○ ㈱日建管工 広島市（082） 263-5835 ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 �１０３４ ○ ○ 広島工業㈱ 広島市（082） 237-1111 ○
三隅住設 三隅町三隅 �０７２５ ○ 藤岡工業㈱ 広島市（082） 243-6910 ○
ヤマオカ設備 三隅町三隅 �１７１７ ○ ○ ㈱免出 広島市（082） 271-1555 ○

施
設
の
見
学
が
で
き
ま
す
！

水　道　週　間
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　

本
年
４
月
、
市
民
待
望
の
浜
田

市
立
中
央
図
書
館
の
建
設
工
事
に

着
工
し
ま
し
た
。

　

全
国
公
募
に
よ
り
、
図
書
館
準

備
室
長
（
中
央
図
書
館
長
）
を
採

用
し
、
新
図
書
館
開
館
に
向
け
た

準
備
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き

ま
し
た
。
４
月
29
日
に
図
書
館
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
活
動
の

柱
と
す
る
市
民
団
体
「
自
立
で
き

る
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
会
」
の

主
催
に
よ
り
、
図
書
館
建
設
地
周

辺
の
浜
田
川
河
川
敷
と
遊
歩
道
の

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
市
民
が
率
先
し
て
周
辺

環
境
美
化
に
汗
を
流
し
、
市
民
が

集
い
、
語
り
合
う
憩
い
の
水
辺
を

つ
く
ろ
う
」
の
趣
旨
の
下
、「
は

ま
だ
図
書
館
友
の
会
」、「
は
ま
だ

読
み
聞
か
せ
の
会
」、「
浜
田
お
や

こ
劇
場
」、「
浜
田
川
を
か
わ
い
が

ろ
う
会
」、「
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
は
ま

だ
」、「
石
見
地
区
高
齢
者
ク
ラ

ブ
」、「
浜
田
の
食
を
考
え
る
会
」、

「
青
葉
会
」
な
ど
の
市
民
団
体
を

は
じ
め
、
各
種
企
業
、
浜
田
高
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
県
立
大
学
の

学
生
、
地
元
周
辺
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
で
、
浜
っ

子
春
ま
つ
り
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
総
勢

２
５
０
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま

し
た
。
２
時
間
以
上
に
及
ぶ
草
刈

り
清
掃
活
動
に
よ
り
、
す
っ
か
り

き
れ
い
な
河
川
敷
に
蘇
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
皆
さ
ん
の
、

新
し
い
図
書
館
に
込
め
た
期
待
の

大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
、
官
民
が
互
い
を
理

解
し
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

一
緒
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
動

き
が
、
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
合
併
後
の
各
自
治
区

の
図
書
館
や
小
学
校
の
図
書
室
に

お
い
て
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
郷
土
資
料
の
整
理
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
そ
の
運
営
が

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
央
図

書
館
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
継
続
的
か
つ
効
果

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、そ
の
活
動
母
体
と
な
る「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
（
仮
称
）」
な

ど
組
織
体
制
の
整
備
を
進
め
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
図
書
館
運
営

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
今
回

の
活
動
は
大
変
心
強
く
、
新
し
い

図
書
館
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
支
え
ら
れ
る
図
書
館
に
な
る
こ

と
を
、
確
実
に
予
感
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。

中央図書館建設地周辺の浜田川河川敷・遊歩道の
清掃活動にて

浜田市長 宇津徹男

浜田市の皆さん、大家好（こんにちは）！
はじめまして、私は劉悦と申します。中国の

遼
りょうねい

寧省鉄
て つ れ い

嶺市から来ました。４月から国際交流員
として浜田市で１年間勤務させていただくことに
なりました。よろしくお願いします。

浜田市に来て最初の印象は、とても住みやすく
て、環境のいいところということです。きれいな
町には緑が多く、大小の川が町の至るところに
あって、様々な満開の花も見られます。さすが青
い海と緑の大地に恵まれた美しい浜田であると思
います。

私の出身地は、魅力的な北方の水郷と呼ばれて
いる鉄嶺市です。浜田市と同じような非常に美し
い町並みです。特に、2006年から建設が始まった
鉄嶺新市街はきれいなところで、2010年の上海万
博でも紹介されました。新市街は面積が30㎢で、
人口は10万人です。現在では、市政府をはじめ主
要官庁・学校・病院・大型商店・銀行などの建物
があります。また、新市街地にある如意の形（心
臓のような形）の人造湖「如

に ょ

意
い

湖
こ

」は、市街地を
流れる遼

りょう

河
が

の支流・凡
ぶ ん が

河を利用して造られました。
新庁舎前の「ダイヤモンド広場」にある噴水は、
太陽の光が当たると、「ダイヤモンド」をちりば
めたように反射し、見物客の目を楽しませてくれ

ます。
新市街地付近にある蓮

れん

花
か

湖
こ

の敷地内は、レジャー
娯楽区・生態観察区・水質浄化区などに分かれて
います。レジャー娯楽区には、100haものゴルフ
場があります。また、生態観察区の「鳥島」は、
鳥の楽園となっており、100種以上の鳥たちが乱
舞します。これは、中国の東北地方では、蓮花湖
でしか見ることができないと思います。浜田の皆
さん、ぜひ鉄嶺市に来てみてください。

今回、国際交流員として浜田市で仕事をさせて
いただくこととなり、本当にうれしく思います。

これから中国と日本の絆をより一層深めるため
に頑張りますので、ぜひ地域の皆さんのご協力と
ご支援をお願いします。

鉄嶺市・新市街の如意湖

新・お元気ですか�

浜田市の皆さん、大
だ ー

家
じゃー

好
は お

（こんにちは）！
浜田市国際交流員　劉

りゅう

　悦
え つ



13　　　広報はまだ：平成24年６月号

情
報
公
開
制
度

　

市
が
保
有
す
る
情
報（
公
文
書
）

に
つ
い
て
「
こ
ん
な
も
の
が
見
た

い
、知
り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　

市
が
保
有
す
る
情
報
は
原
則
公

開
す
る
こ
と
と
、
個
人
情
報
は
最

大
限
保
護
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
と
市
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う

た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
と
、
市
が
保
有
す
る
自
己
に

関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求

し
た
り
、
誤
っ
て
い
る
場
合
に
訂

正
を
請
求
し
た
り
、
条
例
に
違
反

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
利

用
停
止
を
請
求
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
と
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
運
用
状
況

⑴　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公

文
書
開
示
請
求　
　
　
　

28
件

⑵　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

く
請
求

・
個
人
情
報
開
示
請
求　
　

９
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求　
　

１
件

・
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求
０
件

問
い
合
わ
せ
先

総
務
管
理
課
法
令
文
書
係

（
☎
�
９
１
１
１
）

情報公開制度の運用状況
１　開示請求（任意開示申出を含む。）

⑴　件数など
実施機関 請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示

市長

総務部 12 6 6 －
企画財政部 2 － 2 －
市民環境部 1 － 1 －
産業経済部 5 － 5 －
建設部 8 3 5 －
合　　計 28 9 19 0

※　開示請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。
⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数

第７条 第２号　個人情報 12
第３号　法人等事業情報 11

※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上しています。

個人情報保護制度の運用状況
１　開示請求

⑴　件数など
実施機関 請求件数 決定区分

全部開示 部分開示 不開示

市長

企画財政部 3 2 － 1
健康福祉部 4 4 － －
市民環境部 1 － － 1
建設部 1 － 1 －
合　　計 9 6 1 2

※　開示請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。
⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数
第16条 第３号　開示請求者以外の個人情報 1
文書不存在 2
２　訂正請求

実施機関 請求件数 決定区分
全部訂正 部分訂正 不訂正

市長 企画財政部 1 1 － －
合　　計 1 1 － －

※　訂正請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。
３　利用停止請求　なし

会期　６月４日㈪～19日㈫（16日間）
５月28日㈪　議会運営委員会
６月４日㈪　本会議　開会、提案説明

（全員協議会）
５日㈫　本会議　個人一般質問
６日㈬　本会議　個人一般質問
７日㈭　本会議　個人一般質問
８日㈮　本会議　個人一般質問
11日㈪　本会議　議案質疑
12日㈫　総務文教委員会
13日㈬　福祉環境委員会
14日㈭　産業建設委員会
15日㈮　予算審査委員会
19日㈫　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、５月28日㈪の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎�９８００）

利
用
し
て
く
だ
さ
い
　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

６月浜田市議会定例会日程（予定）
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　浜田市では、「ふるさと“はまだ”に貢献したい、応援したい」という市内外
の皆さんからのご好意を「ふるさと寄附金」として受け付けており、７つの政
策メニューに活用しています。
　また、平成24年４月からは、特産品の進呈制度を拡充し、１万円以上の個人
寄附者を対象としましたので、皆さんからのご支援をよろしくお願いします。

　寄附金は、７つの政策メニューに活
用しています。使途を指定して寄附を
することができます。
①伝統芸能並びに地域文化の伝承及び

育成に関する事業
②特産品の育成及び地域産業の振興に

関する事業
③自然環境並びに地域景観の保全及び

活用に関する事業
④高齢者の生活を支援する地域づくり

に関する事業
⑤青少年の健全育成及び教育環境整備

に関する事業
⑥浜田城に関する資料館及び城山整備

に関する事業
⑦そのほか目的達成のために市長が必

要と認める事業

政策メニュー

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
豊
富

な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
浜
田
市

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
写
真
を

募
集
し
ま
す
。
撮
影
を
通
じ
て
浜

田
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
県
内
外
の
写
真
愛

好
家
及
び
観
光
客
の
誘
致
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
観
光
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈰
～
平
成

25
年
１
月
31
日
㈭

テ
ー
マ　
浜
田
の
魅
力
再
発
見

※　

浜
田
の
自
然
・
伝
統
行
事
・

食
・
産
業
・
そ
こ
で
働
く
人
々

の
営
み
な
ど
を
捉
え
た
、
浜
田

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
領

・
浜
田
市
で
撮
影
さ
れ
た
未
発
表

の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
平
成
23
年
１
月
以
降
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
写
真
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ

ズ（
２
Ｌ
）以
上
と
し
ま
す（
白

黒
可
）。

・
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
入
賞
外
作
品
は
、
返

却
希
望
者
の
み
返
却
し
ま
す
。

※　

返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

・
作
品
に
お
い
て
、
人
物
が
被
写

体
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
被
写
体
本
人
の
承
諾
を
得
た

上
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
に
関
し
て
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
た
場
合
、
主
催
者
は
一

切
そ
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

審
査
会　
平
成
25
年
２
月

表
彰

最
優
秀
賞
１
点　
表
彰
状
・
賞
金

５
万
円
・
記
念
品

優
秀
賞
３
点　
表
彰
状
・
賞
金
２

万
円
・
記
念
品

入
選
８
点　
表
彰
状
・
賞
金
５
千

円
・
記
念
品

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
商
工
会
議
所
内
「
浜
田
の

魅
力
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

白
根
さ
ん
・
宮
田
さ
ん
【
〒
６

９
７
︲
０
０
２
７　

殿
町
１
２

４
‐
２
（
☎
�
３
０
２
５
・
▢FAX

�
５
４
０
０
）】

Em
ail:m

iyata@
ham

ada-cci.
or.jp

問い合わせ先　本庁定住対策課（☎�９２００）

寄附の特典

【特産品の進呈】

　平成23年度までは、特産品の対象を３万円以上の寄附者
としていましたが、平成24年４月からは対象を１万円以上
の個人寄附者に広げ、あわせて特産品リストの中からお好
みの品を選んでもらえるようリニューアルしました。

【寄附金の控除】

　2,000円を超える寄附をした場合、所得税と住民税の寄
附金控除を受けることができます。
　なお、寄附金控除を受けるには、最寄りの税務署又は市
区町村の税務担当課で申告をする必要があります。

寄附金額 特産品（送料込み）
１万円以上10万円未満 5,000円相当×１品

10万円以上50万円未満 5,000円相当×２品

50万円以上 10,000円相当×３品

※　市内在住の人も特典を受けられます。

ふるさと寄附で浜田市を応援してください！
１万円以上の個人寄附者に特産品を進呈します

浜
田
の
魅
力
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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柿
本
人
麻
呂
が
石
見
の
国
で
死
に

臨
ん
で
詠
ん
だ
歌
は
、

鴨
山
の　

岩
根
し
枕ま

け
る

わ
れ
を
か
も　

知
ら
に
と
妹
が

待
ち
つ
つ
あ
ら
む

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
鴨
山
」
の
所
在
を
め
ぐ
っ

て
は
、
古
く
か
ら
①
益
田
市
高
津
鴨

島
説
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ

て
②
浜
田
市
亀
山
（
城

じ
ょ
う

山ざ
ん

）
説
や
、

③
江
津
市
二
宮
神か

村む
ら

説
が
あ
ら
わ
れ
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
④
江
津
市
二

宮
恵え

良ら

説
も
出
て
き
た
。

　

し
か
し
「
鴨
山
論
争
」
に
火
を
つ

け
た
の
は
斎
藤
茂
吉
で
あ
る
。
詩
人

的
直
観
に
よ
る
独
特
の
実
証
に
よ
っ

て
、⑤
邑
智
郡
湯ゆ

抱が
か
え

説
を
主
張
し
た
。

江ご
う

川が
わ

上
流
の
浜
原
近
く
で
あ
る
。
茂

吉
は
『
柿
本
人
麿
』（
昭
和
９
年
）
に

よ
っ
て
帝
国
学
士
院
賞
を
得
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
梅
原
猛
が
『
水
底

の
歌
』（
昭
和
48
年
）
を
書
い
て
、
①

高
津
鴨
島
説
の
復
活
を
は
か
っ
た
。

人
麻
呂
は
藤
原
不
比
等
に
率
い
ら
れ

る
律
令
制
権
力
に
よ
っ
て
流
罪
に
あ

い
、
鴨
山
（
鴨
島
）
で
刑
死
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
鴨
島
は
万
寿
３
年
（
１
０
２

６
年
）
の
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
で

海
底
に
没
し
た
と
い
う
の
で
、
梅
原

は
昭
和
52
年
、
ダ
イ
バ
ー
に
よ
る
海

底
調
査
を
試
み
た
が
、「
島
」
が
あ
っ

た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
元
浜
田
市
長
の
梨
田
精
は

昭
和
62
年
、『
柿
本
人
麿
終
焉
の
地

と
幻
の
石
見
国
庁
跡
』を
刊
行
し
て
、

②
浜
田
城
山
説
の
復
権
を
は
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
最
近
、
歴
史
地
理
学
の
神じ

ん

英ひ
で

雄お

（
世
界
こ
ど
も
美
術
館
）の『
柿

本
人
麻
呂
の
石
見
』
に
よ
っ
て
補
強

さ
れ
て
い
る
。

島
根
県
立
大
学
副
学
長

飯
田
泰
三

・
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
「
や
さ
か
米
」
の
Ｐ
Ｒ
資
料

と
し
て
活
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
写
真
の
部
の
入
賞
作
品
は
、
改
め
て
ネ
ガ

や
ポ
ジ
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理
し
、
ほ
か

の
目
的
で
使
用
・
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

表
彰　
入
賞
作
品
は
、
賞
状
と
賞
品
を
授
与

し
ま
す
。

展
示　
応
募
作
品
は
、
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー

ク
浜
田
及
び
ふ
る
さ
と
体
験
村
な
ど
で
展

示
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
産
業
課
内
や
さ
か
ブ
ラ
ン
ド

米
産
地
協
議
会
事
務
局
【
〒
６
９
７
‐
１

２
１
１　

弥
栄
町
長
安
本
郷
５
４
２
番
地

１
（
☎
�
２
１
１
２
）】

　

弥
栄
町
で
は
、
た
く
さ
ん
の
農
家
が
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
減
ら
し
た
米
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
農
法
の
お
か

げ
で
「
田
ん
ぼ
」
の
周
り
に
多
く
の
生
き
物

が
よ
み
が
え
り
、
小
さ
な
生
き
物
も
自
然
環

境
保
全
や
土
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
そ
ん
な
生
き
物
や
田
園
風
景
を

「
写
真
」
や
「
絵
」
に
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
を

し
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
水
路
に
い
る
生
き
物
、

田
ん
ぼ
が
あ
る
か
ら
残
っ
て
い
る
弥
栄
の
風

景
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
た
い
弥
栄
の
田
園
風

景
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

応
募
締
切
日

10
月
31
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

撮
影
（
描
写
）
期
間
及
び
地
域　
１
月
１
日

㈰
か
ら
10
月
31
日
㈬
ま
で
の
間
に
弥
栄
町

地
内
で
撮
影
（
描
写
）
し
た
も
の

テ
ー
マ　
田
ん
ぼ
や
水
路
な
ど
周
辺
の
生
き

物
又
は
美
し
い
弥
栄
町
の
風
景

作
品
規
格　
写
真
は
２
Ｌ
以
上
（
１
人
５
点

ま
で
）・
絵
は
Ａ
４
以
上

応
募
方
法　
撮
影
（
描
写
）
場
所
・
撮
影
（
描

写
）
日
・
タ
イ
ト
ル
・
氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
を
応
募

作
品
に
添
付
し
、
郵
送
又
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
作
品
に
つ
い
て

・
応
募
作
品
は
、
未
発
表
・
未
公
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

浜田川（石川）から城山（亀山）を望む

第
６
回
弥
栄
町「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
、美
し
い
田
園
風
景
」

写
真
＆
絵
コ
ン
テ
ス
ト

～
探
し
て
み
よ
う
！
見
つ
け
て
み
よ
う
！
「
田
ん
ぼ
」
が
は
ぐ
く
む
宝
物
～

「
萬
葉
学
会
」
開
催
関
連
講
座

～
「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し
て
③
～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象　
特
定
用
途
防
火
対
象
物
の

う
ち
、
収
容
人
員
３
０
０
人
以

上
の
甲
種
防
火
対
象
物
で
、
防

火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
消
防
法
施
行
規

則
第
２
条
の
２
の
２
に
該
当
す

る
乙
種
防
火
管
理
者
を
選
任
で

き
る
防
火
対
象
物
の
部
分
に
選

任
さ
れ
て
い
る
甲
種
防
火
管
理

者
は
除
き
ま
す
。

講
習
日　
７
月
13
日
㈮

場
所　
浜
田
建
設
会
館（
原
井
町
）

定
員　
先
着
50
人

受
講
料　
５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間

６
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
㈶
日

本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
の
全
類

受
験
資
格

甲
種　

法
令
の
定
め
る
資
格
を

有
す
る
人

乙
種　

資
格
の
制
限
な
し

試
験
手
数
料

甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

申
請
方
法　
書
面
申
請
（
願
書
に

よ
る
受
験
申
請
）
と
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受

験
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

※　

受
験
案
内
及
び
願
書
は
、
市

消
防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

第
１
回
試
験

日
程　
８
月
26
日
㈰

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市
（
試
験

会
場
は
受
験
票
で
指
定
）

受
付
期
間

書
面
申
請

６
月
25
日
㈪
～
７
月
９
日
㈪

電
子
申
請

６
月
22
日
㈮
～
７
月
６
日
㈮

第
２
回
試
験

日
程　
12
月
９
日
㈰

場
所　
松
江
市

受
付
期
間

書
面
申
請

10
月
９
日
㈫
～
23
日
㈫

電
子
申
請　

10
月
６
日
㈯
～
20
日
㈯

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島

根
県
支
部
【
〒
６
９
０
‐
０
８

８
２　

松
江
市
大
輪
町
４
２
０

‐
１
（
☎
０
８
５
２
�
５
８
１

９
）】

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
「
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
制
度
に
登

録
し
た
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
地
域
で
の
情
報
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
避
難
支
援
体
制
を
整
備
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

制
度
の
必
要
性

　

大
規
模
な
災
害
発
生
直
後
は
、

電
話
の
不
通
や
道
路
の
寸
断
な
ど

で
、
消
防
や
警
察
な
ど
の
公
的
機

関
が
現
場
に
到
着
で
き
な
か
っ
た

り
、
到
着
が
大
幅
に
遅
れ
た
り
す

る
な
ど
、
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
近
所

の
人
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
お

互
い
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

登
録
が
で
き
る
人

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
に
該
当
す

る
人
が
、
災
害
時
要
援
護
者
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

⑴　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の

う
ち
、
そ
の
程
度
が
１
級
又
は

２
級
の
人

⑶　

療
育
手
帳
所
持
者

⑷　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者

⑸　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

　

こ
の
ほ
か
、
実
態
に
応
じ
て
対

象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
な
ど
の
支
援
が
困
難
な
た
め
、

災
害
時
に
周
囲
の
助
け
が
ほ
し
い

と
思
う
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

登
録
の
方
法

　

申
請
書
（
本
庁
地
域
福
祉
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
民
生
児
童
委
員
を
通
じ

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

情
報
提
供
先

　

作
成
し
た
登
録
台
帳
は
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
団
体
の
う
ち
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
市
と
協
定
書
を

交
わ
し
た
支
援
組
織
な
ど
（
民
生

児
童
委
員
・
消
防
団
・
自
主
防
災

組
織
・
自
治
会
・
町
内
会
又
は
集

落
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
警
察
署
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習

消
防
設
備
士
試
験

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
を
災
害
か
ら
守
る
避
難

支
援
制
度
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に
提
供
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
は
、
市
役
所
及
び
支

援
組
織
に
お
い
て
適
正
に
管
理
し
、

ふ
だ
ん
か
ら
の
支
援
と
災
害
発
生

時
の
避
難
支
援
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

支
援
組
織
の
人
へ
の
お
願
い

　

支
援
組
織
の
人
は
、
登
録
者
に

次
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
情
報
伝
達　
避
難
勧
告
や
河
川

の
氾
濫
な
ど
の
防
災
情
報
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
誘
導　
声
を
掛
け
て
一
緒

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
安
否
確
認　

災
害
発
生
時
に

は
、
要
援
護
者
の
安
否
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
円
滑
な
支
援
活
動
の
た

め
、
日
頃
か
ら
声
掛
け
や
話
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
支
援
者
の

善
意
に
よ
り
支
援
を
受
け
る
も
の

で
す
。台
帳
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、

災
害
時
な
ど
の
支
援
が
保
障
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

地
域
支
援
者
は
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
誘
導
な
ど
に
関
し
て
、

決
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備

え
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

登
録
台
帳
に
関
す
る
こ
と

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

支
援
組
織
に
関
す
る
こ
と

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
�
９
１
２
２
）

各
支
所
自
治
振
興
課

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
と
は

　

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
環
境
問

題
に
取
り
組
む
市
民
組
織
で
す
。

　

現
在
１
３
５
の
団
体
・
個
人
の

会
員
が
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に

興
味
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー

プ
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.
s
h
im

a
n
e
.jp

/k
u
ra

s
h
i/

kankyou/ekotai.htm
l

　

こ
れ
ま
で
も
地
域
で
の
市
民
一

斉
清
掃
の
実
施
に
よ
り
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
年
も
皆
さ
ん
が

住
ん
で
い
る
地
域
で
の
一
斉
清
掃

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
会
で
の
清
掃
に
合
わ
せ
、

ア
パ
ー
ト
・
社
宅
に
住
ん
で
い
る

人
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
所
や
ア
パ
ー
ト
管
理
者

は
従
業
員
や
居
住
者
の
皆
さ
ん
に

積
極
的
な
参
加
の
呼
び
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

　３Ｒとは、廃棄物（ごみ）をできるだけ出さず、
使用済みの物を再使用や再利用に回そうというも
ので、循環型社会の基本的な３つの考えです。
①Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）

ごみになるものを減らす
②Ｒｅｕｓｅ（リユース）

何度も繰り返し使う
③Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）

再び資源として利用する

できることからはじめましょう
【ごみになるものを減らそう！】
　詰め替え商品や、量り売り・ばら売りの商品を
選んで、ごみが出ないようにしましょう。買物に
はマイバッグを持って、レジ袋をもらわなくても
いいようにしましょう。

リユースの工夫を紹介します
米のとぎ汁　米のとぎ汁は、いろいろな用途に使

えます。布巾を一晩つけ込んでおけば、漂白が
できます。雑巾に染み込ませて床やいす・たん
すなどを拭けば、ワックスになります。

新聞紙　濡らしてかたく絞った新聞紙で窓を拭き、
仕上げに乾いた新聞紙で拭けば、窓拭き完了。
濡れた靴の中に新聞紙を丸めて入れておくと、
湿気とりになります。

お茶がら　お茶がらやコーヒーかすを広げて乾燥
させ、ストッキングなどに入れれば消臭剤にな
ります。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

生
活
・
環
境

浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
（
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
隊
）
会
員
募
集

毎
年
６
月
は
環
境
月
間
で
す

エコライフへのご招待　～３Ｒ生活をはじめよう～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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６月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 金 杉戸町、笠柄町
4 月 熱田町６～10
5 火 熱田町11～13
6 水 熱田町14、内田町
7 木 長浜町１～８
8 金 日脚町２～６・８・９、周布町
11 月 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
12 火 唐鐘１～９
13 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
14 木 下府町１～３・６－１、伊甘
15 金 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
18 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
19 火 殿町１～５、田町２～５
20 水 田町１、琵琶町
21 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
22 金 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
25 月 蛭子町、栄町、片庭町
26 火 港町１～４
27 水 京町、高田町、清水町、真光町
28 木 原町、瀬戸見町、元浜町
29 金 大辻町、原井町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの
連絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁くらしと環境課）

調
理
師
試
験

受
験
資
格　
２
年
以
上
の
実
務
経

験
の
あ
る
人

※　

基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

試
験
日　
９
月
５
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

願
書
受
付
期
間

６
月
20
日
㈬
～
７
月
４
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
２
）

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

受
講
資
格　
２
年
以
上
の
実
務
経

験
の
あ
る
人

※　

集
団
給
食
関
係
は
別
基
準
の

た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

講
習
期
間　
６
月
～
８
月
（
通
算

８
日
間
）

受
講
会
場　
浜
田
保
健
所

受
講
料　
３
７
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
内
㈳
島
根
県
食
品

衛
生
協
会
浜
田
支
所

（
☎
�
４
１
４
１
）

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

地
目　
墓
地

面
積　
４
㎡

区
画
数　
４
区
画

区
画
番
号　
１
０
８
（
墓
碑
設
置

歴
あ
り
）・
２
６
４
・
Ａ
‐
11
・

Ｊ
‐
４
（
墓
碑
設
置
歴
な
し
）

※　

現
地
に
表
示
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
年
額
５
千
円

（
５
年
分
先
払
い
）

納
入
方
法

使
用
許
可
時
一
括
納
入

申
込
期
間

６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
く

ら
し
と
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
、
住
民
票
（
個

人
の
写
し
）
１
通
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

※　

申
込
み
は
区
画
を
選
択
し
、

１
人
１
区
画
と
し
ま
す
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日　
６
月
21
日
㈭

受
付　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

抽
選　
午
前
10
時
30
分
～

抽
選
場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
講

堂
Ａ
Ｂ

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
（
☎
�
９
４
２
０
）

　

家
庭
の
タ
ン
ス
・
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
（
古
着
・
古
布
）
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
、
古
着
・
古
布
の
分
別
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

６
月
８
日
㈮
～
８
月
２
日
㈭

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、
か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

市
役
所
本
庁
に
つ
い
て
は
、

乳
幼
児
の
衣
類
（
１
～
３
歳
児

用
）
は
、
ほ
か
の
古
着
・
古
布

と
は
袋
を
別
に
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
（
リ
ユ
ー
ス
事
業
試

行
の
た
め
）。

※　

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
・

レ
ジ
袋
・
紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
毛
布
は
袋
に
入
ら
な

い
場
合
に
は
、
広
が
ら
な
い
よ

う
、ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所
・
期
間　
次
ペ
ー
ジ
の

「
古
着
・
古
布
収
集
場
所
一
覧

表
」
で
各
収
集
場
所
の
収
集
期

間
・
時
間
・
休
日
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

古
着
・
古
布
収
集
場
所
は
既

存
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
る
も
の　
衣
類
（
ゴ
ム
製

品
・
作
業
服
・
着
物
は
除
く
。）・

シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル
・
毛
布
・
ハ

ン
カ
チ
・
く
つ
し
た

※　

必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
、
取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

収
集
し
な
い
も
の　
ふ
と
ん
・
座

ぶ
と
ん
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ

う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
雨
か
っ

ぱ
・
帽
子
・
か
ば
ん
・
カ
ー
テ

ン
・
ゴ
ム
製
品
の
衣
類
・
作
業

服
・
着
物

※　

汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

調
理
師
試
験
及
び

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

竹
迫
霊
園
墓
所
を

永
代
賃
貸
し
ま
す

古
着
・
古
布
の
分
別
収
集
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古着・古布収集場所一覧表
収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

６月８日㈮～
　８月２日㈭
（全期間）

殿町 市役所本庁 １階正面入口横 8:30～17:00 土・日・祝日
国分町 国府公民館 通路

9:00～17:00

祝日・
臨時休館日

熱田町 長浜公民館（マリン交流センター）
入口右側

周布町 周布公民館
内村町 美川公民館 入口
西村町 大麻公民館 窓口

土・日・祝日
下有福町 国府公民館有福分館 正面入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉
センターの間の通路 8:30～17:00

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 店舗入口

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館

玄関

水・土・日・祝日
旭町市木 市木公民館

土・日・祝日
弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所

8:30～17:00弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所
三隅町三隅 市役所三隅支所 １階正面入口

三隅町向野田 三隅公民館 公民館内 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日

６月８日㈮～
　　　14日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 エスカレーター横及び
サービスコーナー横 9:00～20:00 なし

松原町 子育て支援センターすくすく 建物裏グランド側
勝手口 8:30～17:00 日・祝日

６月８日㈮～
　　　21日㈭

金城町追原 美又公民館 玄関 8:30～17:00 なし
三隅町岡見 岡見公民館 公民館内

9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日三隅町湊浦 三保公民館 玄関

６月15日㈮～ 
　　　21日㈭

浅井町 ダップス 店頭入口 6:00～21:00㈪～㈯
8:00～20:00㈰ なし

上府町 ＪＡいわみ中央上府事業所 横入口右側 8:30～17:00 土・日・祝日
６月15日㈮～ 
　　　28日㈭ 金城町波佐 波佐公民館 玄関 8:30～17:00 月・木・日・祝日

６月22日㈮～ 
　　　28日㈭

周布町 ナフコ浜田店 屋外ガーデニング
コーナー 8:00～19:30 なし

長沢町 ＪＡいわみ中央長沢事業所 旧ふれあい直売所内 8:30～17:00 土・日・祝日

６月22日㈮～ 
　７月５日㈭

金城町小国 小国公民館 玄関 8:30～17:00 月・金・日・祝日
三隅町井野 井野公民館

公民館内 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日三隅町下古和 黒沢公民館

６月29日㈮～ 
　７月５日㈭

長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売場入口 9:30～17:30 なし
内田町 ＪＡいわみ中央美川事業所 事業所横倉庫 8:30～15:00 土・日・祝日

６月29日㈮～ 
　７月12日㈭ 金城町今福 今福公民館 多目的研修ホール 8:30～17:00 月・金・日・祝日

７月６日㈮～ 
　　　12日㈭

周布町 スーパーセンタートライアル 東側入口 8:00～22:00
なし

野原町 市総合福祉センター １階ロビー奥 8:30～17:00

７月６日㈮～ 
　　　19日㈭

金城町久佐 久佐公民館 玄関 8:30～17:00 金・日・祝日
（木・土は午後休）

三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー 9:00～17:00 月・祝日・
臨時休館日

７月13日㈮～ 
　　　19日㈭

黒川町 中国電力㈱浜田営業所 事務所１階受付 9:00～17:00
土・日・祝日

下府町 ＪＡいわみ中央浜田東支所 入口右側 8:30～15:00

７月20日㈮～ 
　　　26日㈭

浅井町 ラ・ぺアーレ浜田 玄関ロビー 9:00～17:00 なし

熱田町 ＪＡいわみ中央長浜事業所 事務所裏
ふれあい長浜市場 8:30～17:00 土・日・祝日

７月27日㈮～ 
　８月２日㈭

港町 イズミゆめタウン浜田 立体駐車場４階
エレベーター横 9:30～21:00 なし

黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土・日・祝日
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二酸化炭素排出量（t‒CO₂）

H21 H22 H23（年度）
0

5,000

10,000

15,000

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
第
20
条
の
３
第
10
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
実
行
計
画
の
進

捗
率
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

　

な
お
、
表
の
数
値
は
、
使
用
し

た
燃
料
を
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に

換
算
し
た
も
の
で
す
。

二酸化炭素排出量の推移　　　　　　　　　 （単位：t-CO₂）
年度

課名 平成21年度 平成22年度 平成23年度

総務課 1.58 1.71 1.26
介護保険課 3.31 3.44 3.62
業務課 10,341.32 10,689.05 11,585.72
合計 10,346.21 10,694.20 11,590.60
平成19年度に対
する増減（％） △ 25.84 △ 23.35 △ 16.92

※　排出係数は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行
令」による。

※　可燃ごみ焼却に伴うデータを含む。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
総
務

課
（
☎
�
１
４
６
８
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
（
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

６
月
５
日
㈫
～
７
月
４
日
㈬

閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
建
築
住
宅
課

市
役
所
各
支
所
建
設
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

金
城
（
①
若
者
定
住
向
け
公
社
賃

貸
住
宅
）

受
付
期
間

６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
今
福

建
設
年
度　
平
成
10
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
家
賃
そ
の
ほ
か
居
住
に
必
要
な

経
費
の
支
払
が
確
実
に
履
行
で

き
る
人

・
家
賃
な
ど
の
支
払
に
つ
い
て
、

確
実
な
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

あ
る
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

旭
（
②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

受
付
期
間

６
月
７
日
㈭
～
20
日
㈬

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超

え
、
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

弥
栄
（
③
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

６
月
７
日
㈭
～
20
日
㈬

募集住宅
（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

あさひインターハイツ 
４号棟（２ＬＤＫ） 丸原 平成19年度

各１戸

36,000円

ニュー旭ヶ丘
（３ＬＤＫ） 今市 平成８年度 40,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

塚ノ元住宅２号棟Ｄ
単身用（２ＤＫ）

木都賀

平成13年度

各１戸

18,000円

錦ヶ岡住宅４号棟
世帯用（４ＬＤＫ） 平成11年度 23,000円

寺組住宅１号棟Ｂ
世帯用（２ＬＤＫ）長安本郷 平成12年度 22,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
実
行

計
画
進
捗
率
の
公
表

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

住
宅

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
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・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
自
治
会
に
加
入
で
き
る
人

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
で
き

る
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
又
は
新

築
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
対
し
、

新
た
に
課
税
さ
れ
た
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
１
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
新

築
し
た
住
宅
で
、
認
定
通
知
書
を

受
け
取
ら
れ
た
人
は
、
補
助
対
象

住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
を
全
額

納
付
後
、
交
付
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
及
び
各
支
所
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
又
は

各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

　

市
で
は
、
新
築
な
ど
を
し
た
住

宅
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
を
行

い
ま
す
。

石
州
瓦
・
く
ん
え
ん
木
材
を
使
っ

た
新
築
住
宅
へ
の
助
成

対
象

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
で
屋
根
材
と
し
て
石
州
瓦

を
利
用
し
、
４
月
１
日
以
後
に

屋
根
の
工
事
に
着
工
し
、
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
屋
根
面
積
が
80
㎡
以
上
で
あ
る

こ
と

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

要
件
を
満
た
す
住
宅
で
、
柱

材
に
「
石
州
く
ん
え
ん
木
材
」

を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
石
州

瓦
の
助
成
額
に
加
算
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

助
成
額

石
州
瓦　
屋
根
面
積
１
㎡
あ
た
り

５
０
０
円
（
た
だ
し
、
８
万
円

を
限
度
）

石
州
く
ん
え
ん
木
材　
石
州
く
ん

え
ん
木
材
の
柱
１
本
あ
た
り

１
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、
10
万

円
を
限
度
）

申
請
期
限　
新
築
の
場
合
は
棟
上

日
、
屋
根
替
え
の
場
合
は
工
事

着
工
日
ま
で

※　

必
ず
、
申
請
書
は
申
請
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
産
木
材
を
生
か
し
た
木
造
住
宅

づ
く
り
支
援
事
業

対
象

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
で
、
社
島
根
県
木
材
協
会

の
「
県
産
木
材
を
生
か
し
た
木

造
住
宅
づ
く
り
支
援
事
業
」
の

適
用
を
受
け
、
新
築
・
購
入
・

増
改
築
を
す
る
人

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

補
助
額　
住
宅
の
構
造
材
に
使
用

す
る
県
産
木
材
１
㎥
あ
た
り

１
万
円
（
た
だ
し
、
住
宅
の
新

築
・
購
入
に
つ
い
て
は
１
戸
あ

た
り
15
万
円
、
増
改
築
に
つ
い

て
は
７
万
５
千
円
を
限
度
）

申
請
期
限　
新
築
・
増
改
築
の
場

合
は
屋
根
工
事
着
工
前
、
購
入

の
場
合
は
住
宅
の
売
買
契
約
締

結
後
速
や
か
に

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
及
び
各
支
所
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
又
は

各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
０
）

萩
・
石
見
空
港
を
利
用
す
る
人
へ

助
成
が
あ
り
ま
す
！

　

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
で
は
、
空
港
の
利
用
促
進

の
た
め
、
空
港
の
利
用
者
に
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
利

用
す
る
人

⑵　

乗
り
継
ぎ
を
す
る
人

⑶　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

人
や
、
国
際
交
流
試
合
に
参
加

す
る
人

⑷　

サ
ポ
ー
タ
ー
企
業

助
成
期
間

平
成
25
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

大
阪
季
節
便
、
平
成
24
年
も
運
航

決
定
！

　

平
成
24
年
も
、
大
阪
季
節
便
の

運
航
が
決
定
し
ま
し
た
。
大
阪
便

限
定
の
助
成
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間　
７
月
13
日
㈮
～
８
月

31
日
㈮
（
50
日
間
）

問
い
合
わ
せ
先

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進

協
議
会
（
☎
０
８
５
６
�
０
９

９
０
）

快
適
ア
ク
セ
ス
事
業
！
浜
田
～
空

港
の
道
の
り
を
低
額
で
！

　

萩
・
石
見
空
港
を
利
用
す
る
際

申
請
す
る
と
、
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
と
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
を
助
成
し
ま
す
。

飛行機発着時刻
東京便

東京 萩・石見 東京
出発 到着 出発 到着
11:15 12:45 13:35 15:05

大阪季節便（７月13日㈮～８月31日㈮）
大阪 萩・石見 大阪
出発 到着 出発 到着
12:55 14:00 14:30 15:30

住
宅
建
築
奨
励
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出

新
築
住
宅
な
ど
へ
の
助
成

産
業
・
地
域
活
性
化

萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至 益田 三階小学校

至 江津

至 運転免許
　 センター

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

県立大学 植樹枡開放区間

国道９号バイパス

助
成
範
囲

・
浜
田
駅
‐
益
田
駅
間
の
Ｊ
Ｒ
乗

車
券

・
益
田
駅
‐
萩
・
石
見
空
港
間
の

タ
ク
シ
ー
乗
車
券

申
請
場
所

⑴　

石
見
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
浜
田
営

業
所

⑵　

浜
田
駅
１
階
市
民
サ
ロ
ン

⑶　

空
港
ロ
ビ
ー
内
観
光
案
内
所

※　

申
請
時
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ｅ
チ

ケ
ッ
ト
の
提
示
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
大
学
通

り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た
植
樹

桝
（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個
性

豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う「
わ
た
し
は
、

ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

植
樹
桝
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
な
か

に
は
複
数
の
植
樹
桝
を
個
人
・
地

域
又
は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
で
、
仲
間
で
、

企
業
で
、
大
学
通
り
に
マ
イ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
願
い

・
植
樹
桝
の
区
画
は
、
１
・
５
ｍ

×
１
・
２
ｍ
で
す
。
植
え
る
草

花
の
種
類
や
管
理
方
法
な
ど
、

一
切
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
な
い

植
樹
桝
は
、
土
が
固
く
な
っ
て

い
た
り
、
植
樹
の
根
が
張
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。

・
作
業
時
の
水
に
つ
い
て
は
、
管

理
者
の
皆
さ
ん
で
ポ
リ
タ
ン
ク

な
ど
に
汲
ん
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・
植
樹
桝
の
管
理
に
係
る
費
用
は
、

管
理
者
の
負
担
と
し
ま
す
。
万

が
一
、
作
業
中
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
管
理
者
の
責

任
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
希
望

す
る
区
画
数
を
明
記
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
で
は
、
緑
と
花
の
沿
道
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
街
地
の
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自

然
と
共
生
す
る
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間

の
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
、
公
道
沿
い
に
生

垣
や
花
壇
・
庭
園
な
ど
を
設
置
し

た
り
、
公
道
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
除
去
し
た
り
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

対
象　
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ

た
用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す

る
敷
地
、
又
は
建
築
協
定
で
事

業
の
目
的
に
沿
っ
た
協
定
が
締

結
さ
れ
て
い
る
敷
地
で
、
建
築

行
為
が
伴
う
場
合
に
お
い
て
施

工
さ
れ
る
生
垣
な
ど

補
助
金
額　
左
表
に
掲
げ
る
基
準

に
よ
り
算
出
し
た
額
で
、
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

対象経費 基準額

生垣の植栽（１列植え）
に要する経費

樹高0.5ｍ未満 １ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
1.0ｍ未満 １ｍあたり2,800円

樹高1.0ｍ以上 １ｍあたり5,400円
玉物 １ｍあたり3,700円

生垣の植栽（寄植え）に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 １㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 １㎡あたり9,200円
玉物 １㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 １㎡あたり6,700円

庭園の植栽に要する経費
申請者から提出された見積書・支
払明細書などにより、市が算定し
た額の１／２の額

コンクリートブロック塀
の除去に要する経費（基
礎取壊し及び発生材の処
分に要する経費を含む。）

１ｍあたり3,700円

板塀・フェンスなどの除
去に要する経費（基礎取
壊し及び発生材の処分に
要する経費を含む。）

１ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので
市長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の
１／２の額

※　基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の
園

芸
家
！
」
事
業
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

育
て
よ
う　
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
24
年
度
所
得
・
課
税
証
明

書
（
平
成
23
年
１
月
～
12
月
の
所

得
の
証
明
）
は
、
６
月
１
日
㈮
か

ら
発
行
し
ま
す
。
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
な
ど
で
昼
間
に
市
役
所
へ

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
市

役
所
本
庁
１
階
に
設
置
し
て
あ
る

証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

　

市
民
税
県
民
税
の
納
税
通
知
書

と
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知

書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

市
民
税
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い

人
へ
の
非
課
税
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
人
に
は
勤
務
先
を
通
じ
て
届

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

　

税
金
の
こ
と
や
国
民
健
康
保
険

料
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
14
日
㈭
～
29
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

※　

各
支
所
税
務
担
当
課
で
も
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
の
受
給
資
格
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出

が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

※　

郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け

ま
す
。

添
付
書
類

⑴　

受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し

※　

国
民
年
金
加
入
者
は
、
提
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵　

平
成
24
年
度
所
得
・
課
税
証

明
書

※　

⑵
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
の

み
必
要
で
す
。
平
成
24
年
１
月

１
日
現
在
に
住
ん
で
い
た
市
町

村
発
行
の
証
明
書
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

⑶　

別
居
監
護
申
立
書

⑷　

子
ど
も
の
属
す
る
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し

※　

⑶
・
⑷
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
と
別
居
し
て
い
る
人
で
、
子

ど
も
の
住
所
が
浜
田
市
以
外
の

場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

※　

そ
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
別

途
提
出
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
「
旭
に
こ
に

こ
ク
ラ
ブ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
楽
し
い
行
事
を
通
し
て
、

親
子
の
交
流
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
な

ど
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
程

○
６
月
21
日
㈭　

親
子
キ
ッ
ド
ビ

ク
ス

○
７
月
19
日
㈭　

お
茶
会

○
８
月
23
日
㈭　

水
遊
び

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
今
市
公
民
館
（
旭
町
）

参
加
費　
１
家
族
１
回
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

　

乳
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
大

切
な
の
は
、
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
、
自
己
検
診
を
行
う
こ
と
、

そ
し
て
適
切
な
受
診
間
隔
で
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　

乳
が
ん
の
最
新
知
識
と
自
己
検

診
の
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

演
題　
乳
が
ん
の
最
新
知
識
と
自

己
検
診
法
に
つ
い
て
～
あ
な
た

の
“
バ
ス
”
タ
イ
ム
が
大
切
な

バ
ス
ト
タ
イ
ム
～

講
師　
吉
川
和
明
さ
ん
（
島
根
県

環
境
保
健
公
社
総
合
検
診
セ
ン

タ
ー
所
長
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

税
務
・
納
税

平
成
24
年
度
所
得
・
課
税

証
明
書
の
発
行

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康
保

険
料
の
納
税
・
決
定
通
知
書

市
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
料
相
談
窓
口
の
開
設

子
育
て

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

旭
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

健
康
・
福
祉

乳
が
ん
予
防
講
演
会



広報はまだ：平成24年６月号　　　24

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

期
間６

月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈮

場
所　
受
託
医
療
機
関
（
下
段
一

覧
表
の
と
お
り
）

※　

浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実

施
し
て
い
た「
集
団
健
康
診
査
」

は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

　

年
に
一
度
の
体
の
点
検
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す

る
特
定
健
康
診
査
を
、
75
歳
以
上

の
人
は
、
島
根
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康
診

査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
受
診
方
法

①　

対
象
と
な
る
人
に
は
特
定
健

康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券

が
医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す

（
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
今
年
度
の
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の

人
や
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て

い
る
人
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
せ
ん
）。

②　

送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内

を
確
認
し
、
指
定
の
医
療
機
関

や
集
団
健
康
診
査
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
・
健
康
手
帳
（
あ
れ
ば
）・

前
年
度
の
受
診
結
果
票
（
あ
れ

ば
）

受
診
料　
加
入
す
る
医
療
保
険
者

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
浜
田

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は

１
、
０
０
０
円
）。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　

午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝

食
を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す

る
人
は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
検
診

　

血
液
検
査
で
簡
単
に
分
か
る
検

査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
特
定
健
康
診
査
（
健
康

診
査
）
と
一
緒
に
受
け
る
と
一
度

の
採
血
で
済
み
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の

男
性

持
参
す
る
も
の

　

健
康
手
帳
（
あ
れ
ば
）

受
診
料　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

に
併
せ
て
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予

防
を
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
血
液

検
査
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
と
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象

①　

市
内
在
住
で
、
平
成
24
年
度

に
満
40
歳
に
な
る
人
（
昭
和
47

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
48
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②　

市
内
在
住
の
満
41
歳
以
上
の

人
で
、
こ
れ
ま
で
の
健
診
で
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人

持
参
す
る
も
の

　

健
康
手
帳
（
あ
れ
ば
）

受
診
料　
無
料

※　

健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
医
療
機
関
又
は
市
役
所

本
庁
１
階
⑩
番
窓
口
・
各
支
所

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

平成24年度受託医療機関一覧表
医療機関 住所 電話番号 予約 医療機関 住所 電話番号 予約

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 �５３５３ 西川病院　 港町 �２３９０ ○
うのピアノクリニック　 宇野町 �２６４６ ○ 能美クリニック 天満町 �３２３１ ○
大石内科医院 黒川町 �０３１３ 半田医院 港町 �０２８８
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ 真鍋医院 国分町 �００３１
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 都医院 治和町 �０１００
沖田病院 殿町 �１５５５ 向内科小児科医院 国分町 �０１６７ ○
笠田医院 牛市町 �１６２１ 彌重内科眼科医院（注１）高田町 �１５２７ ○
北村内科クリニック　 国分町 �２２５７ ○ やすぎクリニック　 下府町 �１９１１ ○
小池医院（注１） 日脚町 �１０２０ ○ 山根病院　 熱田町 �０６８８
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ○ 金城沖田医院　 金城町七条 �１８００
斎藤医院 朝日町 �０２２８ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○
島田病院　 殿町 �２５１１ 酒井外科内科医院　　　 旭町今市 �０２２２
中村医院 片庭町 �１１８３ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 寺井医院 三隅町西河内 �００３８
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ 中村医院　 三隅町三隅 �００２１
中村整形外科 殿町 �３３２５ ○ 野上医院　　　　　　 三隅町三隅 �００３１
中山産婦人科医院（注２）殿町 �００７１ ○ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○
西川胃腸科内科医院　 相生町 �０１００
※　予約欄に○がある医療機関は、あらかじめ電話で受診日時を予約してください。
※　（注１）は、特定健康診査（健康診査）のみ受診日時を予約してください。
※　（注２）は、前立腺がん検診は実施しません。

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診

査
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
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　７月以降のがん検診日程については、「平成24年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先
が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成25年２月28日㈭まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

浜
田６月19日㈫

9:00～11:30 子育て支援センター
（午前中のみ託児あり）13:00～15:00

金
城６月21日㈭

9:00～11:30 今福公民館（ふれあい会館）
13:30～15:00 みどりかいかん

旭
６月20日㈬

9:00～11:30
旭保健センター

13:00～15:00

６月26日㈫
9:00～11:30 都川高齢者活動促進センター

13:30～15:00 市木生活改善センター

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　６月24日㈰のみ予約が必要です。
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

浜
田

６月７日㈭
9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 美川公民館西分館

６月24日㈰
休日検診 8:30～11:00 市役所本庁駐車場

弥
栄６月６日㈬

8:00～ 9:00 弥栄会館
10:00～11:00 老人福祉センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会場

浜
田

６月24日㈰
休日検診 8:30～11:30 市役所本庁駐車場

三
隅

６月19日㈫ 14:00～14:30 岡見漁業振興会館
６月21日㈭ 14:00～14:30 海石集会所

　

浜
田
保
健
所
で
は
、手
の
震
え
・

体
の
動
き
が
鈍
く
な
る
・
ふ
ら
つ

く
・
脚
が
突
っ
張
る
な
ど
神
経
の

難
病
に
つ
い
て
、
症
状
や
療
養
生

活
及
び
介
護
に
関
す
る
相
談
を
、

専
門
医
師
が
受
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
疾
患　
神
経
内
科
疾
患
（
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄
小
脳
変

性
症
・
多
系
統
委
縮
症
な
ど
）

診
察
医　
山
下
一
也
さ
ん
（
島
根

県
立
大
学
短
期
大
学
部
出
雲

キ
ャ
ン
パ
ス
神
経
内
科
医
）

日
時　
７
月
13
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
８
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
６
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
５
５
４
）

　

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
難

病
患
者
や
家
族
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
れ
る
よ
う
に
、
難
病
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
員
が
、
療
養
生
活

や
就
労
で
お
困
り
の
人
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

日
時
及
び
会
場

○
７
月
17
日
㈫

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

益
田
保
健
所

○
10
月
16
日
㈫

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

浜
田
保
健
所

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
３
�
８
５
１
０
）

６月各種がん検診の日程

難
病
相
談

「
難
病
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
ま
す
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食 育 コラムコラム

　市では、平成19年度に策定した「浜
田市食育推進計画」に基づき、子ども
から高齢者までが「生涯にわたって健
全な心身を培い、豊かな人間性を育む」
ことができるよう、食に関する知識と
食を選択する力を習得し、健全な食生
活を実践できる人間を育て、「生きる
力」を育む「食育」を市民運動として
推進しています。
　今年度の活動目標は、“バランスの
とれた食生活と適度な運動により、健
康で豊かな生活をしましょう”です。
　健康的な食生活を実践することは、
健康で豊かな人間性を育む基礎となり
ます。多くの疾病は、生活習慣による
ものといわれており、食生活と健康の
関係を知ることが大切です。食に関す
る正しい知識や判断力を身に付け、生
涯にわたって健康的な食生活を実践す
ることができるようにしましょう。

生活習慣病予防のために毎日の食生活を振り返ってみ
ましょう！
◆薄味に心掛け、脂肪をとりすぎないようにする。
◆１日３食、主食・主菜・副菜をそろえてバランスよ

く食べる。
　米を中心に、魚・肉・野菜などいろいろな食材を使っ
たおかずを組み合わせ、栄養バランスが優れた和食中
心の食事をしましょう。

◆自分の適正体重を知る。
　体重は健康のバロメーターです。日々の活動に合っ
た食事量に努め、腹８分目を心掛け、食べ過ぎに注意
しましょう。成人の場合は、特別な場合を除き、次の
方法で知ることができますが、詳しくは主治医の先生
に相談しましょう。

適正体重（㎏）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

（三隅支所市民福祉課）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
５
日
㈫
・
７
月
３
日

㈫
・
８
月
７
日
㈫

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部

（
☎
�
７
０
９
３
）

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

日
時　
６
月
13
日
㈬
・
７
月
11
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て

参
列
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

式
典　
８
月
15
日
㈬

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内

在
住
者

⑴　

日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月

７
日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な

ど
戦
没
者
の
遺
族

※　

こ
れ
ま
で
に
こ
の
追
悼
式
に

参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を
優

先
し
ま
す
。

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
子
又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
（
た
だ
し
、
夫
婦
で
参
列
の

場
合
に
限
る
。）

※　

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の

み
の
参
列
を
原
則
と
し
ま
す（
子

又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
が
参

列
す
る
場
合
を
除
く
）。

⑶　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
１
泊

２
日
の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ

る
人
（
介
助
者
な
し
で
行
動
で

き
る
人
）

※　次回７月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

６月は「食育月間」、
　　毎月19日は「食育の日」です！

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

浜田市食育推進キャラクター
『びぃびぃくん』

バランスのとれた食生活と適度な運動により、健康で豊かな生活をしましょう。
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

美
川
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
、

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ
「
赤
ち

ゃ
ん
登
校
日
」授
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
は
公
開
授
業
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
参
観
で
き
ま
す
。

日
程

　

第
１
回　

６
月
１
日
㈮

　

第
２
回　

６
月
17
日
㈰

　

第
３
回　

７
月
９
日
㈪

時
間午

前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所　
美
川
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課

（
☎
�
９
７
１
０
）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
25
日
㈪
か
ら
７
月
１
日
㈰
ま
で

の
７
日
間
を
、
全
国
一
斉
強
化
週

間
と
設
定
し
、
県
に
お
い
て
も
次

の
と
お
り
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

学
校
内
で
の
い
じ
め
や
体
罰
、

児
童
虐
待
を
は
じ
め
、
学
校
生
活

や
日
常
生
活
で
の
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話
番
号　
☎
０
１
２
０-

０
０

　

７-

１
１
０

期
間６

月
25
日
㈪
～
７
月
１
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地

や
遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
に

お
け
る
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、

慰
霊
巡
拝
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

参
加
条
件

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し

た
人
を
除
く
。）・
子
・
父
母
・

兄
弟
姉
妹

※　

当
該
地
域
に
お
け
る
慰
霊
巡

拝
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

及
び
当
該
地
域
を
一
度
も
訪
問

し
た
こ
と
が
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。

※　

応
募
人
数
が
募
集
人
数
を
下

回
っ
た
場
合
で
自
費
参
加
を
了

承
す
る
場
合
に
限
り
、
戦
没
者

の
孫
・
甥
・
姪
、
参
加
す
る
遺

族
の
配
偶
者
の
参
加
を
認
め
ま

す
。

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の

旅
行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
原
則

80
歳
以
下
の
人

※　

介
助
者
が
同
行
し
な
い
と
、

参
加
者
の
団
体
行
動
が
難
し
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、

介
助
者
の
同
行
を
認
め
ま
す
。

旅
費　
参
加
者
の
負
担
に
な
り
ま

す
が
、
国
か
ら
概
ね
１
／
３
程

度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

※　

介
助
者
や
遺
族
の
配
偶
者
・

孫
・
甥
・
姪
に
は
補
助
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

慰霊巡拝地域
実施地域名 実施予定時期 実施 

期間
募集予定
人員(全国) 申込締切日

東部ニューギニア 11月10日㈯～17日㈯ ８日間 30人 ７月20日㈮硫黄島（第２次） 11月13日㈫～14日㈬ ２日間 100人
北ボルネオ 12月５日㈬～12日㈬

８日間 15人
８月13日㈪

トラック諸島 平成25年
１月19日㈯～26日㈯ ９月26日㈬マリアナ諸島

フィリピン ２月13日㈬～22日㈮ 10日間 60人 ９月28日㈮
硫黄島（第３次） ２月26日㈫～27日㈬ ２日間 100人 10月12日㈮
マーシャル・ギルバード諸島 ３月２日㈯～10日㈰ ９日間 20人 11月６日㈫
※　都合により延期又は中止となる場合があります。

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た

東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊

費
は
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
12
日
㈫

応
募
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
市
役
所
本
庁
１
階
⑦

番
窓
口
）

選
考
方
法　
年
齢
な
ど
を
考
慮
の

上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　

参
列
に
つ
い
て
は
、
㈶
島
根

県
遺
族
連
合
会
が
主
催
す
る
旅

行
団
が
実
施
し
、
集
合
か
ら
解

散
ま
で
全
て
団
体
行
動
と
な
り

ま
す
。

※　

参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞

退
す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も

ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
４
０
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
間
関
係
構
築
力
を
学
ぶ

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
授
業

を
行
い
ま
す

人
権

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
電
話
相
談

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集
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　５月４日㈷、「ふるさと体験村春まつり」がふるさと体験村
で開催されました。
　地元神楽社中による石見神楽の上演や、島根和牛・弥栄のど
ぶろくの販売などの恒例イベントのほかに、ふるさと体験村25
周年を記念して、特別に餅まきがありました。また、「弥栄の
うまいもん市」では、地元の食材や田舎料理などを販売するお
店が多数出店されました。
　当日は、肌寒く雨が降るあいにくの天候でしたが、子どもか
ら高齢者まで多くの人が来場し、弥栄の春を満喫していました。

　４月29日㈷、環境美化活動「憩いの水辺をつくろう！」が中
央図書館建設地付近の浜田川河川敷で行われました。
　これは、中央図書館建設に併せて、市民が集い語り合う憩い
の水辺を作ることを目的に市民団体「自立できるふるさとを創
造する会」が主催。この日は、市民団体や地元住民・地元企業・
浜田高等学校の生徒など約250人が参加し、河川敷の草刈・清
掃活動を行いました。
　４月下旬とは思えないほどの強い日ざしの中で、参加者全員
爽やかな汗を流し、河川敷をきれいにしました。

恵比須様も25周年を祝います

浜田川河川敷をきれいにする参加者

　５月３日㈷から５日㈷までの３日間、三隅神社の例大祭に併
せて、「三隅のつつじ祭り」が三隅公園で行われました。
　３日・４日は、あいにくの雨模様でしたが、５日のこどもの
日は晴天に恵まれ、３日間を通し約８千人の人出でにぎわいま
した。
　訪れた観光客は、満開を迎えた色鮮やかなつつじを楽しみ、
祭りの期間中行われた石見神楽の上演やいろいろな出店、地元
の農産加工グループによる手作り餅の販売など、三隅のつつじ
祭りを満喫していました。

　５月３日㈷、「フットサルしまねチャレンジカップ2012金城」
がふれあいジム・かなぎで開催されました。これは、ふれあい
ジム・かなぎの開館20周年を記念したイベントで、日本フット
サルリーグ（Ｆリーグ）のプレシーズンマッチとして「ペスカ
ドーラ町田」とイタリア「セリアＡ選抜」の試合が行われまし
た。　試合では、選手たちの華麗なボールさばきや豪快なシュー
トに会場は沸き上がりました。「ペスカドーラ町田」に所属す
る浜田市出身の金

か な や ま ゆ う き

山友紀選手も大活躍し、「地元で試合ができ
たことに感謝したい」と試合後に語っていました。観客の声援を受けながらプレーする金山選手

石見神楽を楽しむ来場者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさかおかげさまで25周年
～ ふるさと体験村春まつり ～

はまだ憩いの水辺をつくろう！
～ 中央図書館周辺の環境美化活動 ～

かなぎ

みすみ

華麗なテクニックで観客を魅了
～ フットサルしまねチャレンジカップ２０１２金城 ～

5万本のつつじが満開
～ 三隅のつつじ祭り ～
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　４月17日㈫、「水墨画教室」が和田公民館で行われました。
　この教室は、同公民館がふるまい向上を目的に毎週火曜日に
行っています。
　この日は、子ども４人を含む11人が参加。講師の都川在住の
荒
あ ら き り ゅ う じ

木隆治さんから、筆の使い方や線の引き方・水の含ませ方な
どを教わりました。
　白黒の濃淡で表現し、無限の広がりを感じさせる水墨画の世
界に、参加者は「一筆で線の太さを変えるのが難しい。同じ絵
を描いても毎回違うので面白い」と話していました。

　４月19日㈭、子育て世帯を対象とした「旭にこにこクラブ」
が今市公民館で開催されました。
　この取組は、在宅で未就学児を持つ母親同士でふれあう場が
ほしいという要望から、母親たちと同公民館が協力して実現し
ました。
　当日は、14組の親子が参加し、保健師による保育指導などが
行われました。参加者は「今何か月？かかりつけの病院はど
こ？」など、子育てに関する話題で盛り上がりました。
　このふれあいの場は、毎月第３木曜日に開催されます。

　４月27日㈮、「金城自治区陸上教室」が浜田市陸上競技場で
開催されました。
　この教室は、金城自治区内の３つの小学校の親睦を深めるこ
とと、浜田市陸上大会に向けた練習を目的に行われました。当
日は、129人が参加。100ｍ走・400ｍリレー・走り幅跳びの３
種目の練習を行い、児童たちは、先生の指導を受けながら真剣
な表情で取り組んでいました。練習終了後には「他校の友達と
一緒に練習ができてよかった。本番のコースで練習できたので、
大会で良い結果を出したい」と笑顔で話していました。  400ｍリレーの練習に取り組む児童

会場は、にぎやかな笑い声に包まれていました

参加者の緊張感に会場は包まれていました

　４月20日㈮、「交差点注意」の反射板が、波佐地区の交差点
に設置されました。
　この反射板の設置は、通勤・通学に利用する市道での交通事
故防止を目的に行われ、当日は、市交通安全協会金城支部波佐
分会の皆さんが参加。交通事故が起きないように願いながら、
地域内４か所のカーブミラーに表示板を設置しました。
　波佐分会では、毎年、波佐小学校１年生へ、タスキ・反射材
の贈呈や、小国・波佐保育園で交通安全教室などを実施してい
ます。「交差点注意」の看板を設置する波佐分会の皆さん

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ

あさひ

かなぎ

あさひ

青空の下「よ～い、ドン！！」
～ 金城自治区陸上教室 ～

子育て中の親と子どもが仲間作り
～ 旭にこにこクラブ ～

交通安全を願い反射表示板を設置
～ 市交通安全協会金城支部波佐分会 ～

筆先に神経を集中
～ 和田公民館 水墨画教室 ～
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　４月15日㈰、「はりも山の自然を食う会」が三隅町古市場の「針
藻山」で開催されました。
　日本海を一望できる針藻山は、中世には山城があり、本城で
ある高城へ狼

の ろ し

煙を上げる役割を果たしていました。
　当日は、山口県在住のチェーンソーを使って木材を彫刻をす
るチェーンソーアート作家の林

はやし

隆
た か

雄
お

さんによる実演や、山菜を
使った天ぷら・地元の新鮮野菜の販売などがありました。
　天候にも恵まれたこの日は、多くの来場者が針藻山からの景
色と自然を堪能しました。

　４月４日㈬、 都川・市木地区の住民を対象とした治安対策会
議が都川高齢者活動促進センターで行われました。
　この会議は、３月末に都川駐在所が廃止となり、和田駐在所
に統合されたことを受け、浜田警察署が企画しました。
　この日、地元の地域安全推進委員や青パト隊10人が参加。浜
田警察署から、同地区の治安維持の対策として、地域課のパト
ロール隊員の増員や、巡回の回数を増やすことで地域の安全を
強化するとの説明を受けました。参加者からは「地域の会合に
積極的に参加してほしい」などの意見が出ていました。

　４月７日㈯・８日㈰、「三隅大平桜まつり」が三隅町矢原で
行われました。この催しは、国の天然記念物に指定されている
三隅大平桜の開花に合わせて、地元の矢原自治会が中心となり
毎年開催しています。４月上旬とはいえ、まだまだ肌寒く、開
花状況は三分程度でしたが、地元の出店や神楽・ライブなどの
イベントがあり、多くの来場者でにぎわいました。
　推定樹齢が600年を超えるといわれる三隅大平桜。桜の雄大
な姿は１年を通じて見ることができます。季節ごとに違った顔
を見せる桜を、ぜひ一度ご覧になられてはいかがでしょうか。

　４月14日㈯・15日㈰、「夜桜茶会」が今福公民館で開催され
ました。
　この茶会は、同公民館と地域の茶道愛好者の「茶楽の会」が
毎年開催しており、今年で20回目となります。この日は、約
300人が参加。会場内には、ソメイヨシノや花木・竹などが飾
り付けられ、野

の だ て

点さながらの雰囲気が演出されました。
　来場者は、オカリナ演奏を聞いたあと、飾り付けられた桜の
下で抹茶と和菓子のもてなしを受けながら、「心が和みます」「ま
た次回を楽しみにしています」など、感想を話されました。

大平桜まつりは、大勢の来場者でにぎわいました

野点さながらのお茶とオカリナ演奏を楽しむ皆さん

林隆雄さんによるチェーンソーを使った彫刻の実演

警察官の話に熱心に耳を傾ける参加者

♥Town Topicsまちのわだい

みすみ自然を満喫！！
～ はりも山の自然を食う会 ～

かなぎ和風庭園仕立ての会場で夜桜茶会
～ 今福公民館 夜桜茶会 ～

みすみ樹齢600年の桜の下でお祭り
～ 三隅大平桜まつり ～

あさひ住民の不安解消へ巡回を強化
～ 都川駐在所廃止による治安対策会議 ～
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４
月
３
日
㈫
、
島
根
県
立
大
学
総

合
政
策
学
部
入
学
式
・
大
学
院
入
学

式
を
、
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
政
策
学
部
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
２
３
３
人
に
編
入
学

生
５
人
、
交
流
県
留
学
生
３
人
、
交

換
留
学
生
１
人
を
加
え
た
２
４
２
人

が
入
学
、
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発

研
究
科
に
は
、
交
換
留
学
生
１
人
を

含
む
５
人
が
入
学
し
、
共
に
本
学
で

学
ぶ
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
三
浦
摩
美

さ
ん（
浜
田
高
等
学
校
出
身
）が「
積

極
的
に
地
域
と
の
交
流
を
図
り
、
少

子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

社
会
の
在
り
方
や
政
策
を
学
び
、
今

　

平
成
24
年
３
月
、
本
学
の
第
９
期

生
２
３
４
人
が
卒
業
し
、
就
職
・
進

学
な
ど
新
た
な
道
に
胸
を
張
っ
て
歩

み
出
し
ま
し
た
。

　

９
期
生
の
就
職
内
定
率
は
93
・

３
％
（
平
成
24
年
５
月
１
日
時
点
）

と
な
り
、
上
場
企
業
内
定
率
は
23
・

８
％
で
し
た
。

入学生宣誓の様子

　

今
年
度
、
第
１
回
目
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

学
生
に
よ
る
留
学
体
験
談
や
進
学

相
談
会
な
ど
役
立
つ
内
容
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
ま
た
、
ラ
ン
チ
交
流
会
や

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
体
験
、
そ
し
て

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
学
内
を
案

内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
楽

し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１
年

生
や
２
年
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
程　
８
月
４
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

①こどもの言語獲得、おとなの言語学習：最新研究
からコトバの習得メカニズムを考察する

６月13日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　山田昌史先生（浜田キャンパス准教授）

②がんと共に島根で生きる
６月16日㈯　午後１時15分～２時45分

講師　平野文子先生（出雲キャンパス教授）
③島根のブランド力
６月20日㈬　午後６時15分～７時45分

講師　大野雅之さん（山内交易㈱代表取締役）
④若者が帰って来れる地域へ、挑戦の連鎖の仕組み

をつくる
６月27日㈬　午後６時15分～７時45分

講師　田中理恵さん（ＮＰＯ法人てごねっと石見
　　　理事）

⑤遠距離介護の経験とその背景
６月30日㈯　午後１時15分～２時45分
　講師　中川敦先生（浜田キャンパス講師）

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３
※　③については、大講義室２で開催します。

　このほか、６月は島根県及び浜田市国際交流員に
よる講座も開催します。詳しくは、お問い合わせく
ださい。

問い合わせ先
　地域連携推進室（☎�２３９６）

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
『
知
の
力
』

と
『
実
践
力
』
を
身
に
付
け
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
貢
献
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
広
げ
て
い
き
、
人
と
人
の

絆
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
本
学
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
、
浜
田
市
民
合
唱
団
の
皆

さ
ん
と
本
学
合
唱
部
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

Ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
（
イ
エ
ロ
ー
カ
イ
ト
）
の

メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
会
場
の
全
員
が

大
学
歌
「
鳥
と
と
も
に
」
を
斉
唱
し
、

閉
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
の
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る

景
気
低
迷
の
余
波
は
現
在
に
も
及
び
、

長
期
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
厳
し
く

辛
い
就
職
環
境
下
に
あ
っ
て
、
90
％

を
越
え
る
内
定
率
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・

ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
内
に
は
72
人
、
う
ち
石
見
地
区

に
は
20
人
が
就
職
し
ま
し
た
。

　

近
く
で
働
く
県
立
大
卒
業
生
を
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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vol.104
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp
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成
24
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度
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根
県
立
大
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策
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・
大
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の

入
学
式
を
開
催
し
ま
し
た

９
期
生
の
就
職
状
況

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ご
案
内

公開講座のご案内
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✚

✚

石本正「天王の牡丹　門」
（2011年）

本
館　
石
本
正
新
作
展

～
京
へ
の
想
い
～

　

石
本
正
は
、
京
都
市
立
絵
画
専
門

学
校
に
入
学
し
た
１
９
４
０
年
以
降
、

京
都
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
制
作
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
京
都
で
生
き
、
育

て
て
も
ら
っ
た
感
謝
の
思
い
を
表
現

し
た
い
と
考
え
、
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
１
１
年
の
間
に
お
よ
そ
40
点
の

作
品
を
描
き
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会

で
は
、
代
表
的
作
品
と
と
も
に
新
作

を
一
堂
に
公
開
し
、
92
歳
を
目
前
に

し
た
今
も
、
絵
に
向
か
い
続
け
る
石

本
の
姿
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

新
館　
遥
か
な
る
大
地

～
心
で
描
い
た
風
景
～

　

当
館
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正

の
作
品
を
中
心
に
、
２
、
０
０
０
点

以
上
の
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
風
景
を
中
心

に
展
示
し
ま
す
。
画
家
た
ち
が
世
界

中
を
旅
す
る
中
で
出
会
っ
た
感
動
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
５
日
㈫
～
９
月
30
日
㈰

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

　いつも頑張っているお父さんのために、竹炭を使った手作り
のプレゼントを贈りましょう。
　竹炭には、水をおいしくし、空気をきれいにするなど、たく
さんの効果があります。その竹炭に絵を描いたり飾り付けをし
たりして、身の回りの小物を作ってみませんか。お父さんがお
酒を飲むときに使うマドラーや箸置き、毎日仕事で履く靴を気
持ちよく履いてもらうためのシューズキーパー。
　お父さんが喜ぶものはどんなものかな？喜ぶ顔を想像しなが
ら楽しく作りましょう。

日時　６月16日㈯　午後１時～３時
場所　石正美術館創作室
料金　４００円
※　事前に申込みが必要です。

申込み・問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

《本館展示室》
企画展「石本正新作展～京への想い～」

６月５日㈫～９月30日㈰

《新館展示室》
企画展「遥かなる大地～心で描いた風景～」

６月５日㈫～９月30日㈰

《ギャラリー展示》
ブルーインパルス写真展（みすみ写真クラブ）

６月５日㈫～６月17日㈰
※　みすみ写真クラブギャラリートーク

６月９日㈯　午後３時～４時
石本正裸婦デッサン展

６月19日㈫～７月16日㈮

《イベント情報》
館長・学芸員による作品解説会

６月９日㈯　午後２時～３時
父の日の贈り物「竹炭で身の回りの小物を
作ろう！」

６月16日㈯　午後１時～３時

特別休館のお知らせ
７月17日㈫～８月３日㈮

※　先月号で掲載していました「休館日の
お知らせ」の期間が変更になりました。

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎お父さんに「ありがとう」の気持ちを贈ろう！
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こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
浜
田
市
出

身
の
日
本
画
家
・
橋
本
明
治
先
生
と

息
子
・
弘
安
先
生
の
作
品
を
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
先
生
も
弘
安
先
生
も
人
物
画

を
多
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。
明
治
先

生
が
得
意
と
し
て
い
た
の
は“
舞
妓
”

さ
ん
で
す
。
髪
の
形
や
か
ん
ざ
し
、

着
物
の
豪
華
さ
、
お
し
ろ
い
を
た
く

さ
ん
塗
っ
た
顔
。
そ
ん
な
非
日
常
的

な
舞
妓
さ
ん
の
様
子
を
多
く
の
作
品

に
残
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
弘
安
先

生
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
明
治
先
生
の

作
品
の
中
に
も
、
舞
妓
の
ス
ケ
ッ
チ

が
約
40
点
あ
り
、
舞
妓
を
描
い
た
代

表
作
が
多
い
の
が
明
治
先
生
の
特
徴

で
す
。

　

一
方
、
弘
安
先
生
が
描
く
の
は
、

主
に
家
族
や
身
近
に
暮
ら
す
人
た
ち

で
す
。
日
常
生
活
で
の
一
場
面
を
手

作
り
の
岩
絵
具
を
使
っ
て
愛
情
た
っ

ぷ
り
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
明
治
先
生
の
下
絵
や

ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
、
弘
安
先
生
は

本
画
を
中
心
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
内
容
で
す
。
６
月
16
日
㈯
か
ら
は

一
部
展
示
替
を
し
て
後
期
展
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
期

　

前
期
展　

６
月
10
日
㈰
ま
で

　

後
期
展　

６
月
16
日
㈯
～
７
月
16

　
　
　
　
　

日
㈷

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
市
民
写
生
大
会
開
催
》

日
時　
６
月
２
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
参
加
受

付
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
創
作

室
に
て
）

※　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
周
辺

参
加
費　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

　

カ
ラ
フ
ル
な
道
を
つ
な
げ
て
迷
路

を
作
ろ
う
。
水
滴
の
水
玉
く
ん
は

ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
着
け
る
か
な
？

◎
６
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

鏡
を
作
ろ
う
。
透
明
板
を
回
す
と
、

模
様
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
。

◎
６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
５
０
円

《
カ
ラ
フ
ル
フ
リ
ス
ビ
ー
》

　

紙
皿
に
カ
ラ
フ
ル
な
お
絵
か
き
を

し
た
ら
、
飛
ば
し
て
遊
ぼ
う
！

◎
６
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

６
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
１１
日
・
18
日
・

25
日

展
示
替　
12
日
㈫
～
15
日
㈮

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

　

透
明
板
に
模
様
を
描
い
て
、
万
華

《
紙
風
船
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
》

　

ポ
ン
！
と
元
気
に
は
じ
け
る
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
、
紙
風
船
に
入
れ
て
作

ろ
う
！

◎
６
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
虹
色
ボ
ッ
ク
ス
》

　

き
れ
い
な
セ
ロ
ハ
ン
を
使
っ
て
、

虹
色
に
輝
く
ボ
ッ
ク
ス
を
作
ろ
う
。

◎
６
月
30
日
㈯
・
７
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.186

有

料

広

告

『
橋
本
明
治
・
橋
本
弘
安
～

親
子
二
人
展
』
開
催
中
！

６
月
の
イ
ベ
ン
ト
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○６月の休館日　29日㈮

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

身
近
な
魚
の
も
の
が
た
り　

　
　
　
　
　
　
　

小
泉
光
久

影
絵　
　
　
　
　
　

後
藤
圭

魔
法
の
ハ
サ
ミ
が
や
っ
て
き

た
！　
　
　
　

岡
田
貴
久
子

く
ま
の
木
を
さ
が
し
に

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
マ
キ

お
も
ち
ゃ
び
じ
ゅ
つ
か
ん
で

か
く
れ
ん
ぼ

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス

エ
デ
ィ
の
ご
ち
そ
う
づ
く
り

　
　
　

サ
ラ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

ガ
リ
バ
ー
の
冒
険

　
　
　
　
　
　
　

安
野
光
雅

お
天
気
の
学
校
12
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　

池
田
洋
人

■
大
人
向
け
の
本
■

猫
背
の
虎　
動
乱
始
末

　
　
　
　
　
　
　

真
保
裕
一

か
す
て
ぃ
ら　
さ
だ
ま
さ
し

お
か
え
り
、
Ｍ
ｒ
．
バ
ッ
ト

マ
ン　
　
　
　
　

佐
川
光
晴

美
し
き
一
日
の
終
わ
り

　
　
　
　
　
　
　

有
吉
玉
青

奈
落
の
顔　
　

澤
田
ふ
じ
子

コ
ン
カ
ツ
？　
　

石
田
衣
良

新
月
譚　
　
　
　

貫
井
徳
郎

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ふ
じ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

み
や
に
し
た
つ
や

空
の
お
く
り
も
の　
空
を
つ
む
ぐ

少
年
の
お
話

　

マ
イ
ケ
ル
・
キ
ャ
ッ
チ
プ
ー
ル

へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
桂
子

ひ
よ
こ
の
コ
ン
コ
ン
が
と
ま
ら
な

い　
　
　
　

ポ
ー
ル
・
ガ
ル
ト
ン

■
大
人
向
け
の
本
■

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
・
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
井
戸
潤

毛
の
な
い
生
活　
　

山
口
ル
ミ
コ

舟
を
編
む　
　
　
　

三
浦
し
を
ん

で
き
る
！
を
伸
ば
す
弁
当
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
和
男

１
０
０
円
の
コ
ー
ラ
を
１
０
０
０

円
で
売
る
方
法　
　
　

永
井
孝
尚

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　
６
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
金
城
図
書
館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
す
し
で
す
し
！　
　
　

林
木
林

竹
細
工　
　
　
　
　
　

畑
野
栄
三

も
も
へ
の
手
紙　
　

百
瀬
し
の
ぶ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
青
い
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
米
薫

ま
た
お
い
で　
も
り
や
ま
み
や
こ

■
大
人
向
け
の
本
■

新
・
幸
福
論　
　
　
　

五
木
寛
之

空
想
科
学
読
本
11　
柳
田
理
科
雄

名
字
で
読
む
歴
史
・
時
代
小
説　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡
浩

も
っ
と
上
手
に
市
民
農
園  　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
進

神
様
の
み
な
し
ご　
　
　

川
島
誠

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館
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障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
な

が
ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
理
解
し
、
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

募
集
や
そ
の
養
成
を
し
て
い
ま
す
。

養
成
講
座
は
、
年
間
10
回
程
度
計
画

し
、
講
義
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
子

ど
も
た
ち
と
活
動
す
る
講
座
も
あ
り

ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
第
１
回　

６
月
16
日
㈯

第
２
回　

７
月
21
日
㈯

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
第
１
回　

浜
田
養
護
学
校

　
　

第
２
回　

国
府
公
民
館

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に｢

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

申
込
み｣

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
は
、随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

天
津
さ

ん
・
木
下
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０

・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
yo

u
g
o
-0

1
@

shim
anet.ed.jp

　

突
然
、
誰
か
が
倒
れ
た
所
に
遭
遇

し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
対
応
し
ま

す
か
？
応
急
処
置
を
み
ん
な
で
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。

日　
６
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

講
師　
浜
田
消
防
署
職
員

料　
無
料

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

会
津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習

会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
６
月
20
日
㈬
～
８
月
１
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料　
１
、
５
０
０
円
（
年
会
費
）

問　
山
藤
さ
ん
（
☎
�
５
８
４
２
）

　

花
火
・
石
見
神
楽
の
ほ
か
、
観
光

大
使
交
代
式
・
他
市
と
の
交
流
会
が

あ
り
、
市
民
の
夜
店
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
４
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
後
６
時
～
10
時

※　

荒
天
中
止
の
場
合
は
、
花
火
だ

け
翌
日
５
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
７
号
岸
壁
周
辺

「
市
民
の
店
」
出
店
者
募
集

対
象　
市
民
、
市
内
の
企
業
・
商
店

街
・
団
体

定　
20
店
舗

申
込
期
間　
６
月
22
日
㈮

　

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
出
展
希
望
者
は
、
申

込
書
（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）。

要
件

・
公
共
活
動
団
体

・
浜
田
商
工
会
議
所
、石
央
商
工
会
、

浜
田
市
観
光
協
会
の
在
籍
会
員

・
過
去
、
夏
ま
つ
り
協
賛
実
績
を
有

す
る
個
人
又
は
団
体

※　

要
件
判
定
は
、
実
行
委
員
会
が

定
め
た
選
定
基
準
で
実
施
し
ま
す
。

出
店
の
可
否
及
び
配
置

　

抽
選
に
よ
り
決
定

料　
テ
ン
ト
代
な
ど
３
０
、
０
０
０

円
（
出
店
決
定
後
に
徴
収
）

ス
テ
ー
ジ
出
演
者

　

浜
っ
子
夏
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
踊
り
・
音
楽
な
ど
を
す
る
団

体
ほ
か

定　
５
団
体

演
技
時
間　
１
団
体
15
分
以
内

出
演
条
件　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
６
月
22
日
㈮
必
着

申
・
問　
市
観
光
協
会
内
浜
っ
子
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
１
０
８
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど
伝言板

募　

集

教
室
・
講
座

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

参
加
者

２
０
１
２
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
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日　
６
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
桧
ヶ
浦
付
近

清
掃
場
所　
桧
ヶ
浦
児
童
遊
園

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
︲
８
２

　

４
４
︲
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
締
切
日　
８
月
31
日
㈮（
必
着
）

※　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
７
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
４
４
）

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高

卒
者
試
験
・
社
会
人
試
験
）

税
務
職
員

受
付
期
間　
７
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
は
６
月
26
日
㈫
～
７
月
５
日
㈭
）

第
１
次
試
験
日　
９
月
９
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２
︲
２
２
８
︲
１
１
８
３
）

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

医
療
事
務
科

　

医
科
・
調
剤
薬
局
・
介
護
事
務
の

各
分
野
に
お
い
て
、
診
療
報
酬
請
求

事
務
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得

し
ま
す
。
併
せ
て
、
受
付
業
務
の
た

め
の
接
遇
や
各
事
務
に
必
要
な
Ｏ
Ａ

機
器
の
基
本
操
作
な
ど
も
学
び
ま
す
。

対
象

　

離
転
職
者
及
び
母
子
家
庭
の
母

入
校
検
定
日　
７
月
13
日
㈮

検
定
場
所  

浜
田
合
同
庁
舎
別
館
３

階
多
目
的
室

定　
15
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間

　

８
月
１
日
㈬
～
10
月
31
日
㈬

訓
練
場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
７
月
３
日
㈫

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
seibu_gijutsu/

　

自
由
な
時
間
に
ウ
ォ
ー
ク
ン
グ
を

し
て
、
松
江
城
ま
で
の
距
離
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

参
加
方
法　
直
接
来
館
し
て
カ
ー
ド

を
受
け
取
り
、
そ
の
カ
ー
ド
を

持
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
由
な
日
・
時
間
に
浜
田
公
民
館

と
石
見
公
民
館
と
を
往
復
し
ま
す

（
約
３
・
５
㎞
）。

・
ど
ち
ら
の
公
民
館
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
ス
タ
ー
ト
・
折
り
返
し
・
ゴ
ー
ル

地
点
で
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
ま
す
。

・
松
江
城
に
到
着
す
る
距
離
を
歩
け

ば
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

※　

各
公
民
館
の
開
館
日
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
（
臨
時
休
館
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※　

事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
己

責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

　

前
夜
祭
で
は
、
石
見
神
楽
の
上
演

や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
本
祭
り
で
は
、
朝
市
・
子

ど
も
み
こ
し
・
田
植
え
ば
や
し
・
石

見
神
楽
の
上
演
・
バ
ザ
ー
の
出
展
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を
開
催

し
ま
す
。

前
夜
祭

日　
６
月
２
日
㈯

　

午
後
６
時
30
分
～

本
祭
り

日　
６
月
３
日
㈰

　

午
前
７
時
30
分
～

場　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
周
辺

有

料

広

告

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
24
年
度
第
２
学
期（
10
月
）

放
送
大
学
入
学
生

資
格
・
試
験

国
家
公
務
員

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

め
ざ
せ
松
江
城（
１
２
３
㎞
）

行
っ
た
り
来
た
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
35
回
旭
温
泉
ま
つ
り

　



37　　　広報はまだ：平成24年６月号

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

問　
旭
温
泉
し
ろ
つ
の
荘
内
旭
温
泉

ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
０
２
５
５
）

　

体
育
館
に
設
置
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
鉄
棒
や
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
親

子
で
思
い
思
い
に
楽
し
む
こ
と
が
き

ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
「
で
き
る
か

な
？
コ
ー
ナ
ー
」
に
併
せ
て
「
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
跳
び
箱
」
も
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

昔
は
生
活
の
身
近
に
あ
っ
た
川

が
、
今
や
遠
く
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
に
思
い
を
は
せ
、
身
近
な

浜
田
川
を
取
り
も
ど
す
方
法
を
探
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
６
月
９
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
石
見
公
民
館

演
題　
浜
田
川
の
風
景
の
移
り
か
わ

り
～
身
近
な
川
を
取
り
も
ど
す
河

川
デ
ザ
イ
ン
と
は
～

講
師　
寺
田
哲
志
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
准
教
授
）

料　
無
料

申
込
締
切
日　
６
月
７
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う

会　

桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０

︲
５
２
６
５
︲
０
７
６
６
）

　

４
人
ず
つ
で
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、

勝
ち
数
に
よ
り
Ａ
級
と
Ｂ
級
に
分
か

れ
、
本
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
と
初
心
者
に
よ

る
Ｃ
級
リ
ー
グ
も
行
い
ま
す
。
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
級
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
者
、

準
優
勝
者
に
カ
ッ
プ
・
盾
・
賞
状
を

差
し
上
げ
ま
す
。
腕
試
し
に
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
６
月
10
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
～
９
時
30
分

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
一
般　
　
　

１
、
５
０
０
円

　
　

女
性
・
学
生　
　

５
０
０
円

（
会
員
は
５
０
０
円
割
引
）

申
込
方
法　
直
接
、
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

※　

昼
食
は
５
０
０
円
で
、
当
日
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問　
宇
津
健
一
さ
ん　

午
後
６
時
～

９
時
（
☎
０
９
０
︲
７
５
９
７
︲

４
２
７
３
）

　

昭
和
47
年
に
入
学
や
結
婚
な
ど
の

記
念
に
植
樹
さ
れ
た
１
、
０
１
８
本

の
梅
林
公
園
で
梅
狩
り
を
行
い
ま
す
。

日　
６
月
10
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
三
隅
梅
林
公
園

料　
１
袋
５
０
０
円

※　

１
人
２
袋
ま
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※　

作
業
し
や
す
い
服
装
や
靴
な
ど
、

十
分
な
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

　
「
高
齢
で
あ
っ
て
も
」「
障
が
い
が

あ
っ
て
も
」
を
テ
ー
マ
に
、
ふ
っ
く

ら
会
員
の
作
品
・
障
が
い
者
施
設
の

製
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
く
わ

の
木
園
の
野
菜
・
鉢
花
の
販
売
や
、

占
い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
６
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
16
日
㈯

は
午
後
２
時
ま
で
）

場　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
新
町
）

問　
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
５
７
）

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
参

加
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。今
回
も「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」「
幼

児
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

（
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の
児
童

は
保
護
者
同
伴
）。

日　
６
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
三
隅
公
民
館
体
育
館

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
８
７
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

浜
田
川
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か

石
見
の
国
将
棋
大
会

第
５
回
読
売
カ
ッ
プ

石
見
竜
王
戦

三
隅
梅
林
公
園
梅
狩
り

ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら
祭
り

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭

「
ス
ポ
レ
ク
広
場
」
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ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
中
ノ
門
や
石
垣
、

柿
本
人
麻
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
堂

（
五
輪
塔
の
一
部
と
経
石
板
な
ど
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
６
月
17
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

旭
町
坂
本
地
区
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。
経
塚
や
迫
力
あ
る
棚
田
。
中
世

の
古
戦
場
と
未
知
の
山
城
。
浜
田
へ

行
く
街
道
や
名
水
の
不
思
議
。
何
が

飛
び
出
す
か
お
楽
し
み
に
。

日　
６
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
24
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
︲
７
５
０
０
︲
９
６

３
７
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
型
紙
の
上
か
ら
顔
料
を
の
せ

る
捺な

つ

染ぞ
め

は
が
き
の
製
作
体
験
を
行
い

ま
す
。

日　
６
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

は
が
き
判
（
２
枚
）
＋
捺
染
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

島
根
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
迫
力

あ
る
吹
奏
楽
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
技
、「
浜
田
警
―

一
劇
団
」
に
よ
る
防
犯
寸
劇
を
行
い

ま
す
。

日　
６
月
19
日
㈫

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

曲
目　
神
々
の
運
命
、交
響
絵
巻「
水

戸
黄
門
」
ほ
か

料　
無
料

問　
浜
田
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）

　

ホ
タ
ル
を
見
な
が
ら
楽
し
い
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
バ
ザ
ー
・
波
佐
小
国
温
泉

ほ
た
る
湯
館
「
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル

の
ホ
タ
ル
街
道
」（
土
・
日
の
み
開
催
）

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
鑑
賞
・
バ
ザ
ー
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

日　
６
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
後
４
時
～

場　
小
波
の
郷
・
波
佐
小
国
温
泉
ほ

た
る
湯
館
前
（
金
城
町
波
佐
）

歩
行
者
天
国
に
よ
る
ホ
タ
ル
鑑
賞

日　
６
月
23
日
㈯
～
７
月
１
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

場　
波
佐
小
国
温
泉
ほ
た
る
湯
館
周

辺
※　

期
間
中
は
、
波
佐
小
国
温
泉
ほ

た
る
湯
館
周
辺
の
市
道
を
一
部
歩

行
者
天
国
と
し
ま
す
。

※　

気
象
条
件
に
よ
り
、
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　
波
佐
公
民
館
（
☎
�
０
１
４
６
）

　

浜
田
公
民
館
で
国
際
交
流
を
し
ま

せ
ん
か
。
市
国
際
交
流
員
（
ア
メ
リ

カ
・
韓
国
・
中
国
）
の
皆
さ
ん
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
こ
と
や
簡
単
な
遊

び
、
お
や
つ
作
り
を
通
し
て
、
み
ん

な
で
楽
し
い
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
生

日　
６
月
30
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
20
人

料　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
25
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

人
口
が
多
い
所
、
少
な
い
所
、
都

市
部
の
所
、
中
山
間
の
所
…
。
あ
な

た
の
住
ん
で
い
る
所
は
ど
ん
な
所
で

す
か
？
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
地
域

に
見
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　
７
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
白
砂
公
民
館

講
師　
木
村
真
介
さ
ん
（
島
根
県
教

育
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
主
事
）

演
題　
持
っ
て
帰
っ
ち
ゃ
ん
さ
い
！

う
ち
の
ま
ち
づ
く
り
ヒ
ン
ト
集

料　
無
料

※　

下
足
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
白
砂
公
民
館
（
☎
�
１
２
８
８
）

　

浜
田
藩
主
の
甲
冑
と
し
て
、
平
成

23
年
に
取
得
し
た
松
平
周
防
守
康
豊

公
の
所
用
甲
冑
を
披
露
す
る
と
と
も

に
、
周
防
守
家
初
代
当
主
の
甲
冑
や

江
戸
時
代
の
浜
田
に
関
わ
る
資
料
を

展
示
し
ま
す
。

日　
７
月
１
日
㈰
～
８
月
５
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

１
位
か
ら
３
位
の
人
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
ま
た
各
賞
や
参
加
賞
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
２
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

※　

雨
天
の
場
合
は
、
９
日
㈪
に
延

期
し
ま
す
。

第
55
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
２
２
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

浜
田
警
察
署
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

波
佐
ホ
タ
ル
祭
り

国
際
交
流
子
ど
も
の
集
い

生
涯
学
習
推
進
セ
ミ
ナ
ー

企
画
展

「
浜
田
の
大
名
甲
冑
」

浜
田
公
民
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
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場　
ふ
れ
あ
い
広
場

定　
40
人

料　
１
人
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
25
日
㈪

申
込
方
法　
参
加
料
を
添
え
て
、
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

浜
田
市
出
身
の
プ
ロ
声
楽
家
に
よ

る
演
奏
会
で
す
。
ふ
る
さ
と
に
寄
せ

て
の
懐
か
し
い
日
本
の
名
曲
、
オ
ペ

ラ
の
名
曲
を
は
じ
め
、
男
性
声
楽
家

に
よ
る
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
、
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日　
７
月
３
日
㈫

開
場　
午
後
６
時
30
分

開
演　
午
後
７
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

学
生（
大
学
生
以
下
）５
０
０
円

　
　

親
子
ペ
ア
券
（
一
般
＋
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

　
　

小
学
生
未
満　
　
　
　
　

無
料

※　

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
利

用
も
で
き
ま
す
。

出
演
者　
森
川
朋
子
・
竹
内
直
紀
・

大
野
隆
・
吉
田
早
希
・
佐
藤
節
子

（
ピ
ア
ノ
）・ 

浜
田
少
年
少
女
合

唱
団
（
シ
ニ
ア
の
部
）

※　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

こ
の
公
演
に
出
演
す
る
団
員
な
ど

を
随
時
募
集
中
で
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

大
麻
山
（
５
９
９
ｍ
）
へ
の
登
山

を
計
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

日　
７
月
８
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

集
合　
午
前
８
時
50
分

出
発　
午
前
９
時

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

場　
大
麻
山
（
三
隅
町
室
谷
）

料　
大
人
１
０
０
円（
保
険
加
入
料
）

※　

弁
当
・
お
茶
・
お
や
つ
・
着
替

え
な
ど
を
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
12
人
の
チ
ェ
リ
ス

ト
た
ち
結
成
40
周
年
記
念
公
演

　

世
界
最
高
峰
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
の
チ
ェ
ロ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
メ

ン
バ
ー
12
人
で
構
成
さ
れ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
。
結
成
40
周
年
、
来
日
12
回

目
を
迎
え
る
グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演
が
実

現
。
こ
の
機
会
に
重
厚
で
精
緻
か
つ

美
し
く
繊
細
な
音
色
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
全
国
で
５
か
所
の
み
の
公

演
で
す
。

日　
６
月
29
日
㈮

開
場　
午
後
６
時
30
分

開
演　
午
後
７
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

　

一
般　

Ｓ
席　

５
、
０
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席　

４
、
０
０
０
円

　

学
生
券　
　
　

１
、
５
０
０
円

※　

学
生
券
は
当
日
指
定

　

会
員　

Ｓ
席　

４
、
５
０
０
円

　
　
　
　

Ａ
席　

３
、
５
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
６

月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

ウ
ィ
ッ
ト
ワ
ー
ス
美
術
館
所
蔵　
巨

匠
た
ち
の
英
国
水
彩
画
」

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
ウ
ィ
ッ
ト

ワ
ー
ス
美
術
館
が
所
蔵
す
る
３
、
０

０
０
点
以
上
の
英
国
水
彩
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
よ
り
す
ぐ
り
の

名
品
約
１
６
０
点
が
や
っ
て
来
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
「
国
民
的
美
術
」
と
い

え
る
水
彩
画
１
５
０
年
の
全
容
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
14
日
㈯
～
９
月
24
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
、

８
月
14
日
㈫
は
開
館
し
ま
す
。）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料　
当
日

　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
入
場

無
料

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

海
の
生
き
物
教
室

川
の
生
き
物
を
さ
が
し
て
み
よ
う

日　
６
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

ボ
ベ
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

日　
６
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

６
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
３
日
㈰　

長
浜
神
楽
社
中

　
　

10
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

　
　

17
日
㈰　

日
脚
神
代
神
楽
社
中

　
　

24
日
㈰　

石
見
神
楽
熱
田
保
存
会

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

　

江
津
清
和
養
護
学
校
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
本
校
の
教
育
や
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
学
校
公
開
を
行
い
ま

す
。

日　
６
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
15
分
～
正
午

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、

「
学
校
公
開
参
加
希
望
」
と
明
記

の
上
、
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
６
月
８
日
㈮

申
・
問　
江
津
清
和
養
護
学
校

（
☎
０
８
５
５
�
２
６
１
３
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
５
�
２
６
１
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

The Throat Glory Singers

凱
旋
公
演

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に

～
大
麻
山
に
登
ろ
う
！
～

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

江
津
清
和
養
護
学
校

学
校
公
開
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,990 20,333 22,824 43,157
金 城 1,931 2,251 2,446 4,697

旭 1,451 1,536 1,663 3,199
弥 栄 718 713 788 1,501
三 隅 2,870 3,124 3,510 6,634
合 計 26,960 27,957 31,231 59,188

人　口（４月末現在）

（単位：人）

　広浜鉄道「今福線」は、浜田と広島を結ぶ路線として計画されていた陰陽連絡
鉄道の一部です。昭和12年に下府駅を起点に着工し、太平洋戦争の影響で中断。
戦後、浜田駅を起点として工事が再開されましたが、国鉄再建のために中止とな
り、未完成に終わった「未成線」として鉄道史に刻まれています。建設途中だっ
た路線跡には、トンネルや橋

きょう

梁
りょう

跡が不思議な存在感を漂わせながら点在し、平
成19年に公開された映画「天然コケッコー」のロケ地としても使用されました。
　戦前に着工した下府駅から金城町今福までの「旧線」には、芸術的なアーチ型
の橋梁が一群として残っており、とても印象的です。一方、戦後に着工した浜田
駅から伸びる「新線」は、トンネル掘削による直線的なコースが特徴的です。
　「旧線」と「新線」が交わる「下長屋トンネル（佐野町～金城町今福：全長1,633ｍ）」
付近は、新旧両方の過去の建築物を同時に確認できるポイントです。

下長屋トンネル西口で新線と並行する旧線のアーチ橋

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
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http://www.city.hamada.shimane.jp
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市金城支所
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わがまち 再発見！

未
み

成
せい

線
せん

　広
こう

浜
ひん

鉄道「今福線」


